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●記念講演会

私の考える舞台芸術

五代 目 坂東 玉三郎

このたびは第27回 京都賞思想 ・芸術部門を受賞させていただき誠にあ りが とうござ

いました。本日は、私が過去に書 き溜めたものを集約 してお伝えしたい と思います。

私が どうして歌舞伎 を始めたかということからお話 しします。私は小 さい時か ら身

体を動かすことが好 きで、 また、何か自分以外の ものになることが大変好 きでした。

ただそれだけで今 日まで きて しまいました。大人になりますと、それだけでは人前に

立つことができませんので、専門的な勉強をして きたわけです。実際、私は、身体を

動かす ことが好 きで したが、1歳 半の時に小児マ ヒを煩い、歩けな くなりました。大

体3ヶ 月間、全 く歩けなかったのですが、幸いにして軽症で したので歩 くことがで き

るようにな りました。その後、私の経歴 としては、 リハビリのために 日本舞踊 を始め

た ということになってい ます。ほとんど正しいのですが、その前から踊ることが好 き

だったのか、その後に好 きになったのかは分か りません。実は、本能的に好 きだった

のではないかと思います。近所 に踊 りの先生がお られ、家に来ていただいて踊 りの稽

古をしていました。 とにか く、自分の身体だけでは気に入らず、他の ものを着た り、

棒を持った り、布を持った り、紐 を持った りします と、大変身体がのって きまして、

動 くのでございます。その うち、大人にな ります と、衣装を着た り、婁をかけた りと

い うことで、色々なバ リエーションが出てきて、好 き勝手にやってい くうちに専門家

ということにな りました。 しか し、専門家として、好き勝手では申 し訳なく、必要に

迫 られて勉強 してきたわけです。

(Fig.1)私 の人生観のようなものをお話 しした方が よいかと思いますが、それほ

ど大 したものではあ りません。実は、私は世間と融合することが大変苦手で した。小

さい時から、暗闇とい うものが異常に怖かったり、たった一人で建物の中に居 たりす

ることができませんで した。それでは、色々な多くの人たちと会っていた り、話 して

いたり、あるいは遊んでいた りすれば居心地が良かったか といえば、そ うでもありま

せんでした。 どういうことなのか、私はそういう性格に生まれて しまったのです。そ

して、一番自分を忘れ られる時間は自分が他人になっている時間で した。他人になっ

ていますと自分を見 られることはなく、他人をやっている自分を見ていただ くわけで

すから、自分は見られていない感覚、あるいは自分がこの世にいな くなった感覚にな

ります。そ して、少 し自分から離れた感覚の中から世の中を見ることができた もので

すから、 しょっちゅう他人になっていました。それで、演 じることを学び、舞台の上
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My　 Thoughts　 on　 the　 Perfc)rming　 Arts

Tamasaburo　 Ba皿do　 V

　 　 First,　 please　 allow　 me　 to　 express　 my　 heartfelt　 gratitude　 for　 the　 honor　 of　 being

awarded　 the　 2011　 Kyoto　 Prize　 in　 Arts　 and　 Philosophy.　 Today,　 I　will　 speak　 mostly

from　 past　 writings　 about　 my　 life　 and　 work.

　 　 Let　 me　 begin　 by　 telling　 you　 how　 I　became　 involved　 in　 Kabuki　 theater.　 As　 a

child,　 I　greatly　 enjoyed　 moving　 my　 body　 and　 pretending　 to　 be　 someone　 else.　 To

be　 honest,　 this　 has　 been　 my　 sole　 motivation　 for　 acting,　 right　 up　 to　 this　 day.　 Once

Ihad　 become　 an　 adult,　 of　 course,　 that　 alone　 was　 not　 enough　 ofaqualification　 for

performing　 in　 public　 and,　 so,　 I　started　 to　 undertake　 professional　 training.　 However,

as　 much　 asIloved　 being　 physically　 active　 as　 achild,　 whenIwas　 JUST　 18　 months

old,　 I　contracted　 poliomyelitis　 and　 became　 unable　 to　 walk.　 I　could　 not　 take　 a　single

step　 for　 about　 three　 months,　 Fortunately,　 mine　 was　 a　 mild　 case　 and　 I　was　 soon

able　 to　 walk　 again.　 According　 to　 my　 personal　 history,　 I　began　 taking　 lessons　 in

Japanese　 dancing　 as　 a　 method　 of　 rehabilitation.　 T]his　 is　 mostly　 true,　 but　 I　am　 not

sure　 if　my　 love　 of　 dancing　 developed　 before　 or　 after　 that　 period.　 Actually,　 I　would

venture　 to　 say　 that　 it　was　 an　 ingrained　 instinct.　 A　 dancing　 master　 who　 lived　 in　 the

neighborhood　 would　 visit　 my　 home　 to　 give　 me　 dancing　 lessons.　 I　did　 not　 really

like　 dancing　 without　 props　 but　 I　realized　 that　 my　 body　 was　 beginning　 to　 get　 into

gear　 and　 move　 smoothly　 whenIput　 on　 different　 attire,　 or　 held　 poles,　 fabrics,　 or

strings.　 As　 I　grew　 up　 toward　 adulthood,　 I　fo皿d　 a　 wider　 variety　 of　 such　 props,

such　 as　 costumes　 and　 wigs,　 andIindulged　 myself　 in　 them　 to　 the　 stage　 wherel

found　 myself　 becoming　 a　professional　 before　 I　even　 knew　 it.　But,　 being　 a　pro　 means

thatIdo　 not　 believe　 thatIshould　 be　 allowed　 to　 do　 just　 whateverIfeel　 like　 doing,

regardless,　 and　 so　 it　was　 out　 of　 necessity　 thatIbegan　 to　 study　 my　 profession

more　 seriously.
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に居ることによって、この世か らかけ離れた自由な時間を過ごし、自分を解放 させ る

という時間を選んだように思い ます。そ してまた、成長 して人と会話がで きるように

なってからのことですが、「人は生きていけば、ある意味で、究極的に死に向かって

進んでいるのだ」という思いが私にはあ りました。小さい頃は病気のために身体が 自

由になりませんで したので、私は、必ず命は終わるものだということをかなり小 さい

頃から思っていました。それか ら、 自分が思っていることができないという思いもあ

りました。つ まり死 というものが小 さい頃か ら身近にあったような気が します。その

中から人生観 と私なりの死生観 というものが生まれて きたような気が します。

食事をしていた り、旅行をしていた りしている時に、 よく 「楽 しい時間をお過 ごし

くだ さい」と言い ますが、「過ごす」ということは、やは り、早 く過ごす方が人生 は

楽しいのではないか と思 うのです。例えば、死に向かっている時間がゆっ くり進んで

いるとすれば、死に向かっているという苦痛を長 く感 じなければならないのですが、

自分が本当に望んでいる好きなものに向かっている時は、死に向かっている時間であ

るという感覚が薄れていって、あっという間に死に近い時間になって しまい、長 く時

間を過ごしているという感覚がないのです。例えば、食事 も楽 しく食べていれば時間

を感 じません。私は、時間を感 じないで生 きているということが、人生に とって一番

すばらしいことではないか と小 さい時か ら考えていました。つまり、時間がゆっ くり

流れているように感 じるとい うことは、苦痛になっている時間ではないか と感 じたの

です。私は舞台上の ものを作っている、また何かを作ろうかと考えている時は時間が

短 く感 じます。また、その作品ができて、繰 り返 しお芝居 をお客様へ提供 して、その

中に自分 自身の心 と身を投 じてい くことで夢中になっていき、そのことであっと言う

間に時が過 ぎていれば、それはとても幸せな時間だ と思っているのです。

踊るということも、身体 と心が引力に吸い付けられているのではな く、空中に浮い

ているような気分、いわゆる舞った気分で、ものを作る世界に入 りたいと思っている

のです。つまり、この世の中に縛 られていないという感覚です。

世界観 といいます と大変説明 しにくいことなのですが、私 はこれ まで、古典 とい

う、ある意味で狭い世界に、限られた世界に生きて きたと思います。私は20歳 を過 ぎ

てか ら海外でも仕事をするようになりましたし、学校でも学ぶことがあ りました。実

際に海外に行ってか ら、 日本以外の国を知ることができたのです。そこで言葉の違い

や生活様式の違いがあって も人間の心が一つだということが分か りました。その中で

不条理なことも見つけました。それは、やは り人間がこの世の中に生 まれたという意
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　 　 　 (Fig.　 1)　 ¶his　 is　 probably　 the　 point　 at　 whichIshould　 talk　 about　 my　 outlook

on　 life,　 although　 I　doパt　 really　 think　 that　 my　 world　 view　 is　 especially　 worthy　 of

attention.　 In　 fact,　 I　used　 to　 have　 a　 hard　 time　 relating　 to　 the　 world　 around　 me,　 Ever

sinceIwas　 sma11,Iwas　 terribly　 afraid　 of　 the　 dark　 andIcould　 not　 stand　 being　 in

a　building　 alone.　 However,　 that　 did　 not　 mean　 that　 I　felt　 comfortable　 when　 meeting,

talking,　 or　 playing　 with　 lots　 of　 d迂ferent　 people.　 I　don't㎞ow　 why;　 I　was　 simply

born　 that　 way.　 I　was　 able　 to　 forget　 about　 my　 personality　 most　 easily　 when　 I　was

acfing　 as　 someone　 else.　 When　 I　was　 in　 the　 guise　 of　 another　 persona,　 people　 would

not　 see　 me　 but　 see　 me　 playing　 the　 role　 of　 someone　 other　 than　 myself,　 and　 I

would　 feel　 as　 ifIwere　 not　 being　 watched,　 or　 even　 thatIhad　 disappeared　 from　 this

world　 altogether.　 Then,　 I　began　 to　 see　 the　 world　 from　 a　slightly　 different　 perspective
,

and　 so　 I　often　 took　 on　 the　 characters　 of　 others,　 In　 retrospect,　 I　see　 that　 this　 is

howIIearned　 to　 act　 and　 that,　 by　 taking　 to　 the　 stage,Ideliberately　 chose　 to　 release

myself　 time　 into　 a　world　 that　 is　different　 from　 reality,　 a　world　 where　 I　was　 able　 to

set　 myself　 free.　 A批er　 I　grew　 up　 and　 became　 able　 to　 converse　 with　 others,　 I　developed

a　conviction　 that,　 in　 a　way,　 as　 we　 go　 through　 life,　we　 are　 ultimately　 heading　 towards

death.　 Because　 I　was　 a　 child　 with　 physical　 disabilities,　 I　developed　 from　 a　 very

early　 stage　 the　 sense　 that　 all　 life　 eventually　 comes　 to　 an　 end.Ialso　 acquired　 the

notion　 thatIwould　 not　 be　 able　 to　 do　 whatIwanted　 to　 do.　 In　 other　 words,　 asa

childIconstantly　 felt　 the　 presence　 of　 death　 `in　 the　 wings'.　 And,Iwould　 say　 that

it　is　from　 this　 backgr皿nd　 that　 my　 outlook　 on　 life　 and　 death　 was　 born,

　 　 　 When　 you　 eat　 in　 a　 restaurant　 or　 travel,　 people　 often　 say,　 "Please　 enjoy　 your

time　 with　 us."　 However,Ithink　 that　 in　 the　 end　 it　might　 be　 more　 enjoyable　 to　 let

your　 life　pass　 by　 quickly.　 For　 instance,　 if　you　 feel　 that　 the　 timey皿are　 allotted　 before

you　 die　 progresses　 slowly,　 you　 may　 suffer　 from　 the　 notion　 that　 you　 are　 heading

toward　 death　 foralong　 time.　 If　you　 are　 fully　 engaged　 in　 someth三ng　 that　 you　 really

enjoy　 doing,　 the　 sense　 that　 you　 are　 living　 through　 time　 that　 will　 eventually　 lead

to　 your　 death　 begins　 to　 fade　 away,　 until　 suddenly　 that　 end　 point　 becomes　 imminent,

皿1en,　 you　 do　 not　 have　 the　 feeling　 that　 you　 have　 spentalong　 time　 in　 this　 life.

When　 you　 are　 enjoying　 an　 excellent　 mea1,　 for　 example,　 you　 may　 not　 be　 conscious

of　 time.　 Ever　 since　 【　was　 very　 young　 and　 sma11,　 I　have　 believed　 that　 to　 live　 without

being　 aware　 of　 the　 passage　 of　 time　 is　 the　 most　 wonderfUl　 thing　 that　 can　 happen

to　 you.　 1n　 other　 words,　 I　felt　 that　 being　 constantly　 aware　 of　 the　 slow　 passage　 of

time　 would　 mean　 that　 such　 time　 was　 pain血 」1.　I　 personally　 feel　 that　 time　 passes

quickly　 when　 I　am　 involved　 in　 a　stage　 production　 or　 planning　 to　 produce　 something.
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味において、地球にとって最良の生き物ではないのではないか という風な思いに至っ

たことです。知性や知識を持ったがために、人間が大 自然よりも上の存在だと勘違い

をしてしまい、自然の摂理を支配で きると思 って しまっていることが人間の間違いで

はないかと思っています。そのような落差、食い違い、そ して自分が世の中と融合で

きない、そういうことをずっと考えていることが、私の世界観に通じているような気

が します。

芝居にも世界観 という言葉があ りますが、それはお芝居の戯曲や時代の世界観 とい

う意味で、それに似たような感覚があると思います。

色々な国で色々な人たちが人生を前向きになれるように考えていこうと思っている

のですが、それにもかかわらず人間が豊かになるためには公害を生み出した り害を出

した りしてしまいます。貨幣を使って物のや り取 りをしていくうちに貨幣だけに価値

があると考えてしまい、人間としての本来あるべ き姿を見失って しまうので しょう。

それが、その歴史なり、その国の生活様式の中で色々な事件や事柄、戦争な どを起 こ

して しまうのではないかと思い ます。人間はそのようなところからほとんど進歩でき

ない生 き物だと、私は、時々悲観的に考えてしまうことがあ ります。あらゆる矛盾 を

乗 り越えて将来の人間にとって良いものを選び、良 くなかったと思われる反省すべ き

点を改善 していきたいのに、 どうしてもそれを行えないのが人間の苦 しい部分なので

はないかと思っています。そ ういう意味で、芸術を作 り、その中に身を投 じて、矛盾

した人間の社会を忘れるとい うことに没頭 して くることが私の幸せな時間で した。

歌舞伎俳優 になった経緯などのお話をしたいと思い ます(Fig.2)。 私は、子 ども

の頃から何の考えもないままにこの世界に入 り、気がついた ら歌舞伎俳優になってい

ました。そ う申し上 げた方が適切 だと思い ます。先ほど申しましたとお り、「身体を

動かす ことが好 き、舞台が好 き」 という、ただそれだけのことで舞台に上が って しま
かば

いました。身体が弱かった私のことを両親が庇ってくれまして、何で も通 して くれま

したので、私は言いたい放題、 したい放題で幼年期 を過ごして しまったのです。この

仕事 をしてい くうちにも私が何か自分で一つのことができれば、そ して両親が何でも

いいから一人で生きていけるようにということでしたので、すべてのことを通 して く

れました。そのわがままな気持ちというのがまだ残ってお りますが、14歳 で玉三郎 を

襲名した時に、養父に大変厳 しく躾けられました。それで専門家 としての行儀なり、

あるいは技術な り、歴史な りを学んだわけです。そういう意味で、今 日までこの賞を
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When　 I　complete　 such　 a　production　 and　 give　 the　 performance　 again　 and　 again　 in

丘ont　 of　 audiences,Ioften　 become　 completely　 absorbed　 asIput　 my　 mind　 and

body　 into　 the　 performance.　 If　it　makes　 me　 feel　 that　 time　 has　 passed　 in　 an　 instant,

Iwould　 say　 thatIhave　 spentavery　 happy　 time.

WhenIdance,Ifeelasense　 of　 floating　 in　 the三dr　 as　 if　I　were　 flying　 without

gravity　 dragging　 down　 my　 body　 and　 soul.　 I　seek　 to　 immerse　 myself　 in　 the　 world

of　 creativity.　 It　is　 a　 feeling　 of　 being　 totally丘ee　 of　 any　 of　 the　 shackles　 of　 worldly

affairs.

I　find　 it　quite　 dif丘cult　 to　 explain　 my　 oudook　 on　 the　 world,　 butIhave　 always

lived　 in　 the　 world　 of　 classical　 Japanese　 folk　 entertainment,　 which　 is,　 in　 a　 way,

very　 narrow　 and　 exclusive.　 AfterI　 turned　 20,Ibegan　 to　 have　 opportunities　 to

work　 outside　 of　 Japan.　 Although　 I　did　 gain　 knowledge　 by　 studying　 in　 the　 schoo1,

it　was　 only　 through　 traveling　 abroad　 that　 I　came　 to　 understand　 the　 wider　 world.

Through　 my　 travels,　 Idiscovered　 that　 all　 people　 have　 the　 same　 feelings　 and

emotions,　 regardless　 of　 differences　 in　 language　 and　 lifestyle,　 At　 the　 same　 time,

I　discovered　 something　 paradoxica1;　 namely,　 that　 while　 humans　 are　 born　 into　 this

world,　 they　 sometimes　 seem　 to　 be　 in　 conflict　 with　 the　 natural　 order　 of　 Planet

Earth.　 I　believe　 that,　 merely　 because　 they　 have　 acquired　 intellect　 and　 knowledge,

they　 embrace　 the　 misunderstanding　 that　 humans　 are　 above　 nature　 and　 assume

that　 they　 can　 govern　 its　 providence,　 andIthink　 that　 this　 isamistake.Ihave　 long

pondered　 such　 gaps　 and　 disparities,　 and　 the　 fact　 thatIcannot　 fUlly　 merge　 into　 the

world.　 I　think　 that　 this　 has　 something　 to　 do　 with　 my　 world　 view.

　 　 In　 the　 world　 of　 theater,　 too,　 we　 use　 the　 phrase　 "outlook　 on　 the　 world,"　 which　 I

believe　 shares　 a　similar　 meaning.　 However,　 we　 use　 the　 expression　 to　 refer　 specifica11y

to　 the　 "outlook　 on　 the　 world"　 of　 the　 time　 in　 which　 a　play　 or　 drama　 is　 set,

　 　 In　 many　 different　 countries,　 various　 groups　 of　 people　 are　 trying　 to　 live　 their

lives　 in　 a　 positive　 way.　 Nevertheless,　 humans　 are　 bound　 to　 cause　 pollution　 and　 do

harm　 as　 we　 strive　 to　 achieve　 amuence,　 Probably,　 as　 we　 became　 used　 to　 trading

goods　 for　 money,　 we　 came　 to　 believe　 that　 only　 money　 is　 of　 value,　 eventually　 losing

sight　 of　 what　 we　 should　 always　 be　 as　 humans.　 Each　 country　 has　 its　 own　 history

and　 customs,　 but　 I　believe　 that　 such　 differences　 have　 triggered　 various　 incidents,

problems,　 and　 wars.　 SomeUmes,　 I　become　 so　 pessimistic　 that　 I　suspect　 it　is　in　 our

nature　 as　 humans　 to　 be　 unable　 to　 make　 much　 progress　 from　 there.　 All　 humans

want　 to　 resolve　 contradictions,　 choose　 only　 what　 is　 good　 for血ture　 generations,

and　 improve　 things　 that　 they　 believe　 are　 not　 good　 or　 that　 they　 regret,　 and　 yet
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いただいてか ら、過去のことを顧みます と、家族のことを何も顧みず、自分だけのこ

とに終始してきたような気が して、この ようなところでこのような栄誉ある賞をいた

だ くのは大変申し訳な く思う気持 ちもあ ります。 しかし、今後、 どのようにして皆様

にその気持ちをお返しできるかということで努力 していきたいと思っています。
し り た カ ん や

14歳 で坂東玉三郎を襲名 しました時に初めて養父、十四代H守 田勘弥か ら 「今 日か

ら専門家になるんだか ら、これか らは厳 しいよ」 と言われまして、「ああそうか、今

口から専門家になるんだ」 と、ただそれ くらいにしか思ってい ませんで した。その

後、20歳 前後か らたくさんの先輩方か ら多 くの大役で抜擢をしていただきまして、毎

日 ・生懸命舞台を務めてお ります うちに、30歳 を過 ぎてしまっていました。養父は も

ちろん歌舞伎俳優でした。養母は藤間流の舞踊家でした。毎 日踊 りの稽古をして くれ

ましたし、普段から歌舞伎俳優 としての舞台の上でのことで も、また生活の上で も厳

しく教えを受けましたが、それは私の将来のことを考えてのことだと後になって理解

しました。養父は私が24歳 の時に亡 くな りましたが、養父は生涯 を通 じて 「これで
し ユ

良いと思った らお終いだよ」「器用貧乏になってはいけない」と常 々それだけを私に

言ってお りました。歌舞伎の先輩か らは 「お客様に芝居をしてはいけない。ただ役に

なってそこにいるだけにしなさい」 と注意 していただきました。私が幸せだったこと

は、多くの歌舞伎俳優の先輩方、すば らしい先輩方にた くさん囲まれていたというこ

とです。折に触れ.昔の教えをお話 ししてくださいました。歌舞伎以外の先輩方か らも

お声を掛けていただきました。その中で忘れられない一言があります。私が24歳 で初

めて翻訳劇の 『マクベス夫人』をや りました時、お稽'占場へ通いますすれ違いざまに

私が大変尊敬する今は亡 くなられた文学座の杉村春 子先生と1分 ほどの立ち話をする

機会があ りました。

「先生、 しばらく」と申しました ら、

「貴方、今何をなさっているの」って。

私は 「歌舞伎役者なんですけども、マ クベス夫人をや ります。先生、 シェイクスピ

アなんかやって、私はそれで良いので しょうか」 と言いましたら、 しばらく考えてお

られて、

「私もね、マクベス夫人をやったわ。 ロクサーヌもや りました。テネシー ・ウイリア

ムズもや りました。何でもやったわ。そ うね、貴方ね、貴方、若いんですか らこれか

らは何でもおや りなさいね。何で もやるのよ。でもね、何で もや りゃあ良いって もん

じゃないのよ。それだけは覚えてお きなさいね」 と言って、別れていったのです。
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somehow　 they　 fail　 [o　 do　 so.Ithink　 that　 this　 is　one　 u(　 the　 sources　 of　 our　 agony　 as

humans.　 All　 the　 more　 because　 of　 this　 perception,　 I　have　 felt　 happier　 when　 creating

art　 and　 throwing　 myself　 into　 ;c　so　 thatIhave　 been　 able　 [O　 constantly　 put　 aside

concerns　 about　 the　 contradictory　 nature　 of　 human　 society.

　 　 Let　 me　 now　 move　 on　 to　 talk　 about　 how　 I　came　 to　 be　 a　 Kabuki　 actor　 〔Fig.

2>.I　 entered　 the　 world　 of　 Kabuki　 as　 a　 child,　 without　 the　 foggiest　 notion　 of　 what

[would　 eventually　 become　 and,　 beforeIknew　 it,[had　 become　 a　 Kabuki　 aclo「.I

think　 tha日his　 IS　 probably　 the　 best　 way　 to　 sum　 up　 my　 experience.　 As　 [　menUoned

earlier,　 P`greatly　 enjoyed　 moving　 my　 body　 and　 loved　 the　 theateビalld　 it　 was

purely　 the　 combination　 of　 these　 two　 impulses　 that　 motivated　 me　 to　 take　 up　 acting.

Because　 I　was　 physically　 weak　 as　 a　 child,　 my　 parents　 were　 very　 solicitous　 and,

essentially,　 let　 me　 have　 my　 own　 way　 in　 everything.　 As　 a　 result,　 [　used　 to　 say　 and

do　 whatever　 I　pleased　 throughout　 my　 childhood.　 My　 parents　 continued　 to　 allow

me　 great　 latitude　 after　 I　adopted　 this　 profession,　 in　 the　 hope　 that　 I　would　 be　 able　 to

find　 something　 that　 l　could　 focus　 on　 and　 make　 my　 own　 IMng　 from.　 I　still　have　 some

of　 that　 self-centeredness　 in　 me　 but,　 after　 I　succeeded　 to　 the　 name　 of　 Tamasaburo

at　 age　 14,　 my　 foster　 father　 disciplined　 me　 very　 strictly.　 From　 that　 time,　 [　began

learning　 about　 the　 manners　 and　 techniques　 that　 are　 expected　 of　 professiollal

actors,　 and　 about　 the　 history　 of　 Kabuki　 theater.　 In　 accepting　 this　 prestigious　 hollor

of　 the　 Kyoto　 Prize,Ilook　 back　 on　 those　 bygone　 days　 and　 begin　 to　 wonder　 if[

have　 not　 been　 busying　 myself　 with　 my　 own　 indulgences　 and　 priorities　 without　 due

regard　 for　 my　 family,　 and　 so,　 even　 as[take　 pleasure　 and　 pride　 in　 receiving　 this

accolade　 today,　 I　also　 feel　 some　 regret.　 That　 said,　 I　am　 now　 committed　 to　 making
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たった1分 間の立ち話でしたが、私はその言葉が なぜかずっと頭の中で繰 り返され

ているのです。「何で もおや りなさいね。けど、何でもや りゃあ良いってもん じゃな

いのよ」本当に、「物を大事に しなさい」 とか 「精通 したことをしなさい」 とか 「集

中しなさい」 という言葉であれば分かるのですが、その 日常会話の中に大変深い意味

があることをその時に知 りました。

14歳で襲名してか らは、国立劇場ができまして、多 くの役で抜擢をしていただきま

した。また、24歳 か ら新派の舞台に立たせていただきました。新派 といいますのは、

歌舞伎を旧派と考えて新派というのです。ですから、歌舞伎から以降の新 しい日本の
き た ひらろくろう

演劇と考えたらよいでしょうか。昔の喜多村緑郎先生、花柳章太郎先生、先日亡 くな

られました初代の水谷八重子先生などがお創りになった劇団でございまして、そこで

古典の様式的なものに対する写実な演技 というものを勉強させていただきました。写

実な演技を勉強したことで、近代劇の有吉佐和子先生の 『ふるあめりかに袖はぬらさ
い すんニ よ う か

じ』などを演 じることがで きたのだと思い ます。そして、私は泉鏡花先生の作品に

も巡 り会うことができました。これは10歳 の時だったのですが、私の父と六代 目中村

歌右衛門さんが 『天守物語』をやってお りまして、私 も同 じ歌舞伎座に出ていたので

すが、それを観て大変憧れていたのです。 どのような内容の芝居だったかということ

は、子 どもの頃は分か りませんで したが、やは り先ほど申 しましたように、この世の

ものでないものが舞台の上に大勢立っている、そ して暗 くて も色彩的に美 しい舞台が

繰 り広げられている。その上に私は立ちたいと思ったことが、私の 『天守物語』への

憧れで した。私は、1977年 に、日生劇場で 『天守物語』を初演す るのですが、その

時に戯曲を読みまして、まるで私が考えていることを戯曲にしたのではないかと思 う

ような共感を得た覚えがあ ります。この 『天守物語jを 演 じますたびに、本当に自分

の考えが戯曲の上にまとめ られているということが分か ります し、鏡花先生の他の戯

曲、小説を読み ましても、本当に潔 く、清 く、美 しい じ持 ちが書かれていることにい

つ も感動するのです。その後、山本安英先生が演 じておられた 『夕鶴』 も上演させて

いただきました。そして、 日本語の短い言葉の中に深い意味があるということを勉強

させていただきました。

ここで父、勘弥 とその弟子の話をさせていただきます。父は、(Fig.3を 指 して)

この向かって左側にお ります。鳥を手に乗せています。先ほど申しましたとお り、 こ

の父は私に対 して大変厳 しい人で した。父 も身体があま り強 くあ りませんで したの
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extra　 efforts　 to　 repay　 them　 for　 their　 consideration　 toward　 me　 in　 some　 way.

　 　 WhenIsucceeded　 to　 the　 name　 of　 Tamasaburo　 BandoVat　 the　 age　 of　 14,　 my

foster　 father　 Kanya　 Morita　 XIV　 told　 me,　 "From　 today,　 you　 will　 be　 a　 professional.

It　wiU　 be　 tough　 going　 from　 here　 on　 out."　 My　 response　 was,　 "Okay,　 I　am　 going　 to　 be

a　professional,"　 without　 giving　 it　much　 further　 thought.　 Then,　 at　around　 age　 20,　 a

number　 of　 senior　 actors　 ldndly　 gave　 me　 numerous　 opport皿ities　 to　 play　 important

roles.　 Being　 totally　 devoted　 to　 performing　 on　 stage　 day　 in　 and　 day　 out　 for　 so　 long,

I　suddenly　 found　 myse匠beyond　 the　 age　 of　 30.　 My　 foster　 father　 was,　 of　 course,a

Kabuki　 actor,　 and　 my　 foster　 mother　 was　 a　dancer　 of　 the　 Fujima　 school.　 She　 not　 only

gave　 me　 dance　 lessons　 every　 day　 but　 she　 wasastrict　 teacher　 to　 me,　 both　 in　 my

Kabuki　 acUng　 career　 and　 in　 my　 private　 Ufe.　 It　was　 only　 later　 thatIcame　 to　 realize

that　 she　 had　 been　 so　 stern　 toward　 me　 because　 she　 genuinely　 cared　 about　 my

血ture.　 My　 foster　 father　 passed　 away　 whenIwas　 24,　 butIremember　 his　 constant

admonitions,　 He　 was　 always　 saying　 things　 like,　 `When　 you　 sit　 back　 and　 rest　 on

y皿r　 laurels,　 it's　all　over."　 and　 "Don't　 allow　 yourself　 to　 be　 a　jack　 of　 all　trades,　 master

of　 none."　 My　 senior　 Kabuki　 actors　 would　 also　 tell　 me,　 "Don't　 try　 to　 act　 for　 the

audience.　 Simply　 be　 there　 in　 the　 character."　 It　was　 my　 great　 fortune　 to　 be　 surrounded

by　 so　 many　 wonder和l　 senior　 Kabuki　 actors.　 Whenever　 possible,　 they　 would　 teach

me　 from　 their　 past　 experience.　 I　was　 also　 spoken　 to　 by　 many　 seniors　 from　 other

forms　 of　 theater,　 but　 there　 is　one　 sentence　 in　 particular　 thatIsimply　 cannot　 forget

When　 I　was　 24　 1　performed　 as　 Lady　 Macbeth-my　 first　 role　 in　a　translated　 Western

dramatic　 performance.　 At　 that　 dme,　 I　was　 blessed　 with　 the　 opportunity　 to　have　 a　brief,

casual　 chat　 with　 the　 late　 Haruko　 Sugimura　 of　 the　 B皿gakuza　 Theater　 Company,

whom　 I　greatly　 respected,　 while　 passing　 her　 as　 I　walked　 to　 the　 rehearsal　 ha11.

　 　 "HeUo,　 Ms.　 Sugimura.　 It's　 been　 a　while,"　 I　said.　 She　 replied　 by　 asking,　 `What

are　 you　 working　 on　 at　 the　 moment?"

　 　 "1'm　 a　 Kabuki　 actor,"Isaid,　 "but　 soon　 Iwill　 be　 playing　 the　 role　 of　 Lady

Macbeth.　 Do　 you　 think　 that　 it　is　okay　 for　 me　 to　 doaShakespeare　 Play?"　 Then,a血er

a　 moment's　 thought,　 she　 answered,　 saying:

　 　 "I　 also　 played　 Lady　 Macbeth　 once,　 and　 Roxanne,　 andapart　 inaTennessee

Williams　 play.Idid　 everything.　 You　 are　 sdU　 young,　 so　 you　 should　 act　 all　 kinds

of　 different　 roles丘om　 here　 on,　 Do　 everything,　 But,　 you㎞ow,　 that　 doesn't　 mean

you　 should　 do　 just　 anything.　 Don't　 ever　 forget　 that."　 Then,　 she　 moved　 on.

　 　 It　 was　 just　 a　 moment　 of　 conversaUon,　 no　 more　 than　 sixty　 seconds,　 but,　 for

some　 reason　 that　 advice　 kept　 coming　 to　 mind,　 again　 and　 again-You　 should　 act　 all
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で、私が14歳 で養子になりました時に、伝授 といい ますか、教えを急いだのだと思い

ます。起 きている問はほとんど厳しく、小言といいますか、箸の.ヒげ下 ろしといいま

すか、私はそれほど苦になりませんで したが、普段の生活習慣が舞台の上に出るとい

うことで、普段の生活か らうるさくして くれました。先ほど申しましたとお り、「慢

心は芸術の敵である」とい うことが父の教えの基本だったと思います。父は、いつ も

「慢心 しないように。女形は早 くに大役が付 くものなのだが、お前に実力があるか ら

ではないよ。女形 というものは珍 しい存在だから、人様に早 く目に付いて抜擢 される
ト む ぼ

のだか ら」 と、抜擢 されたことに対 して良いと思う自惚れが.・番良 くないということ

をしょっちゅう言ってお りました。それか らまた、父の言ってお りましたことで忘れ

られない言葉があります。よく新しい芝居などをして、あるいは珍 しいものを観て、

「あれは型破 りで良いね」などと皆で言ってお ります と、「まあ、そ うだね、そ うだ

ね」 と、他 人がいる時には父は賛成 してお ります。 ところが二人きりになりますと、

「おい、伸一㌘ お前ねえ、型破 りというのは、型があって破ったものを型破 りという

んだ よ。今日、皆がいたか ら良いねと言ったが、今 日のは型破 りだった芸のように見

えるが、あれは形無 しだ。型ができてか らじゃない と型は破れない」 と父は申しまし

た。それも、その時はよく分かりませんでしたが、父が亡 くなりましてか らそのこと

をよく理解するようにな りました。また、父は立役で した し、私は女形で した。それ

も父の教育だったと思います。父も祖父か ら直接役を習ったことはかなり少なくて、
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kinds　 of　 different　 roles,　 but　 that　 doesn't　 mean　 you　 should　 do　 just　 anything."　 If　it

had　 been　 `Take　 good　 care　 of　 your　 things,"　 "Do　 whatever　 you　 are　 familiar　 with,"　 or

℃oncentrate,"　 I　would　 not　 have　 wondered　 so　 much.　 In　 retrospect,　 I　realize　 that

this　 casual　 conversation　 contained　 very　 profound　 meaning,

　 　 AfterIsucceeded　 to　 my　 current　 name　 at　 14,　 the　 National　 Theater　 opened,

andIwas　 lucky　 enough　 to　 be　 given　 numerous　 chances　 to　 play　 significant　 roles.

From　 the　 age　 of　 24,Iwas　 invited　 to　 appear　 on　 stage　 by　 the疏 伽 ρα"new　 schooL"

The　 "new　 schoo1"　 is　 so　 called　 because　 it　contrasts　 with　 Kabuki,　 which　 is　 regarded

as　 an　 old　 school　 of　theater,　 You　 might　 think　 of　 it　asanew　 Japanese　 school　 of　 theater,

after　 Kabuki.　 It　 was　 a　 theater　 company　 founded　 by　 pioneering　 figures　 from　 the

past,　 including　 Mr.　 Rokuro　 Kitamura　 and　 Mr.　 Shotaro　 Hanayagi,　 as　 well　 as　 Ms.

Yaeko　 Mizutani　 I　who　 sadly　 passed　 away　 recently.　 Whi|e　 with　 the　 theater　 company,

[　studied　 realistic　 acting　 as　 opposed　 to　 the　 stylized　 performance　 of　 the　 classics.　 I

think　 it　was　 becauseIlearned　 to　 act　 realistically　 thatIwas　 able　 to　 play　 roles　 in

modern　 dramas　 in　 later　 years;　 for　 example,　 Sawako　 Ariyoshi's　 Furu　 、4幼 碗 ゐQ　 ni

Sode砂 α1V脚S碗or　 The　 Cloistered　 Flowerげ}匂 〃iQtO　 Pアo願s　 Herκ 伽ono　 Sleeve

/iom雄 θ 、4'ien　 Rain.Iwas　 also　 fortunate　 to　 encountera　 drama　 by　 Kyoka　 Izumi

whenIwas　 just　 10　 years　 old,　 My　 foster　 father　 and　 Utaemon　 Nakamura　 VI　 were

performing　 in　 Tenshu　 Mo勉ogoオ αガ,or　 The　 Castle　 Tower.　 At　 that　 time,Ihappened　 to

be　 acting　 at　the　 same　 Kabuki-za　 Theater　 and　 saw　 the　 performance.　 1　was　 complete|y

entranced　 by　 it.　Being　 a　 child,　 I　did　 not　 understand　 what　 the　 play　 was　 about　 but

[　saw　 so　 many　 unearthly　 figures　 on　 stage　 giving　 dark,　 yet　 somehow　 color[ul　 and

beautiful　 performances.　 How　 I　wished　 I　could　 have　 been　 on　 that　 stage!　 It　was　 at

that　 poinUhat　 l　became　 intrigued　 by　 Tenshuハ90nogataアi.　 Then,　 in　 1977,　 when　 I

gave　 my　 first　 performance　 of　 Tenshu　 〃oηogα'α ガat　 the　 Nissay　 Theater,I　 read　 the

original　 text　 and　 felt　 empathy　 with　 it,　as　 if　it　had　 been　 generated　 from　 my　 own

thoughts.　 Every　 time　 I　perform　 Tenshu　 Monogatari,　 I　am　 made　 to　 realize　 that　 my

own　 thoughts　 come　 together　 in　 the　 form　 ofadrama.　 And,Ican　 never　 read　 other

dramas　 and　 novels　 by　 Kyoka　 Izumi　 without　 being　 impressed　 by　 the　 fact　 that　 he

depicted　 a　truly　 pure,　 innocent,　 and　 beauti和lframe　 of　 mind.　 Later　 in　 life,Ihad　 the

pleasure　 of　 performing　 arole　 in　 】!uzuru,　 or　 The　 Twi'fight　 H〃on,　 which　 had　 once

been　 played　 by　 the　 legendary　 Yasue　 Yamamoto,　 andIcame　 to　 learn　 that　 even　 some

of　 the　 briefest　 words　 in　 the　 Japanese　 language　 can　 have　 the　 deepest　 of　 meanings.
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祖父は他人様 に教えた役 を父に教えるのではな く、父が教わ りたい時には、「教えた

人に教わって来い。直接教えるとろ くなことはないから」と言ってお りました。そ し

て、幸いなことに、父が立役で、私は女形でしたか ら、父から直接教わる役はほとん

どありませんで した。ただ、父が言ってお りましたことは、「僕は立役だか ら、女形

がどうしてやってくれたら一番や りやすいか ということの立役の気持ちを教えること

がで きるよ。だか ら普段の生活の中で女形 としての修行 をしなさい。例えば、顔 を洗

うお湯なんかは、熱 くもなく、ぬる くもなく。寒い時には温かめに、夏には少 しぬる

めに用意するように。部屋着に着替える時は、冬は温めて、夏は日当に置かないよう
た もん や ご

に」そ ういうことを厳 しく言ってお りました。 また、父の弟子に坂東田門と坂東弥五
ろ う

郎という者がお りました。よく歌舞伎俳優には、父 と同世代の世話人といいますか、

そういう者がお りまして、例えば、先代のこととか、父の前の時代の型とかをよく覚

えている弟子たちがいて、そこの息子を育てるという役 目があ ります。田門と弥五郎

は、私のそばにお りました父の弟子なのですが、田門も弥五郎 も、父より2歳 から5

歳 くらい年下で、父 と同世代で した。その二人か らもよく 「役者には膨 らみが大切
に し

だ。墨の字でも滲んでいるところがあるだろう。その滲んでいるところに何を感 じる

か。楷書で書 くことはい くらで もできるけれ ども、その字の曲がっているところ、滲

んでいるところに意味が見出せるような、そ こが大切だ」 ということを言って くれま

した。田門は女形で したので、女形 としてのあらゆる'じ碍 、裾の引 き方の長さ、襟の

合わせ方、帯の位置、髪の形、持ち紙 いわゆる懐紙のようなものですが、その種類

の持ち方、衣装の選び方、時代に対す る選 び方、それか らその場 に対す る選び方な

ど、細かいことに関して文章には書 ききれないほどのことを、舞台が始まる前 と私が

舞台を終わって鏡台前でお化粧を落としている間、隣に座って毎 日毎 日教えて くれま

した。そして、「役者には丸みが大切であること、そ して大 きさと品格が大事だとい

うこと」を、この二人はずっと言っていた ような気が します。例えば裾をさば く時な

ども、鋭角的に裾をさば きます と、「それでは役にならない。そういう裾のさばき方

では丸みが出ない。裾をさば くということに関 してそこにお客様の目が行ってしまう

ので、分からないようにさばきなさい」 ということを言ってお りました。それから、

「形ができたからといって、その形 をお客様に見せるようなことをしてはいけない。

声が出るからといって聞かせてはいけない。 ぎす ぎす した角張った演技 を披露 しては

いけない」 ということを言ってお りました。私はなぜかその言葉を大事に してお りま

す。大事にしているというより、何かことあるごとにその言葉が頭に浮かんで きて忘
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　 　 Let　 me　 now　 take　 some　 time　 to　 talk　 about　 my　 foster　 father　 Kanya　 and　 his

apprentices,　 (Looking　 at　 the　 photo　 on　 the　 screen,　 Fig.　 3)　 This　 man　 on　 the　 left　 with　 a

bird　 perched　 on　 his　 hand　 is　my　 fatheL　 As　 I　mentioned　 earlier,　 he　 was　 a　very　 strict

father　 to　 me.　 Looldng　 back,　 probably　 because　 he　 was　 also　 not　 so　 physically　 strong,

I　think　 that　 he　 was　 always　 quick　 to　 instruct　 and　 teach　 me　 after　 adopting　 me　 at　 the

age　 of　 14.　 It　 seemed　 that　 if　he　 was　 awake,　 he　 was　 being　 stern　 to　 me.　 Saying　 that

one's　 everyday　 lifestyle　 can　 show　 on　 stage,　 he　 gave　 me　 all　 sorts　 of　 admonitions

about　 my　 daily　 life,　 such　 as　 how　 I　should　 pick　 up　 and　 put　 down　 my　 chopsticks,

but　 I　did　 not　 find　 his　 scolding　 too　 troubling.　 The　 phrase　 "Self-conceit　 is　the　 enemy

of　 the　 arts"　 was　 at　 the　 core　 of　 his　 teaching.　 WhenIwas　 givenachance　 to　 play

a　 major　 role,　 for　 example,　 he　 would　 tell　 me　 that　 the　 worst　 thing　 I　could　 do　 would

be　 to　 develop　 a　big　 head　 simply　 because　 of　 that.　 He　 always　 said,　 "Do　 not　 get　 puffed

up　 with　 pride,　 You　 have　 been　 given　 a　 major　 role　 but　 it　is　 not　 necessarily　 because

you　 are　 capable.　 It　 sometimes　 happens　 that　 an　 on"agata　 female　 role　 player　 gets

such　 a　role　 early　 in　 his　 career.　 He　 is　selected　 because　 o"nagata　 are　 few　 in　 number

and　 they　 often　 attract　 people's　 attention　 more　 easily."　 There　 is　 another　 comment

from　 my　 foster　 father　 that　 I'11　never　 forget.　 A血er　 we　 performed　 a　 new　 play　 or　 saw

something　 extraordinary,　 we　 would　 often　 exchange　 opinions　 and　 everyone　 would

say　 things　 like　 `That　 was　 so　 unconventiona1,　 I　really　 liked　 that!"　 On　 such　 occasions,

my　 foster　 father　 typically　 nodded　 in　 agreement　 if　 others　 were　 presenし 　 Later,

when　 we　 were　 left　 alone,　 he　 would　 turn　 to　 me　 and　 say,　 "Shinichi馴,I　 want　 you

to　 understand　 this.　 You　 can　 describe　 a　 person　 as　 `unconventional'　 only　 when　 he

knows　 convention　 like　 the　 palm　 of　 his　 hand,　 yet　 intentionally　 breaks　 away　 from　 it.

I　agreed　 that　 it　was　 good　 because　 everyone　 was　 around,　 but　 while　 that　 performance

may　 have　 impressed　 someone　 as　 `unconventional,'　 I　would　 dare　 to　 say　 that　 it　simply

lacked　 `form1　 0ne　 cannot　 break　 away　 from　 `conventions'　 if　there　 aren't　 any　 there

to　 begin　 with."　 To　 be　 honest,　 I　did　 not　 understand　 what　 he　 meant　 at　 that　 particular

moment,　 butIcame　 to　 appreciate　 his　 words　 after　 he　 passed　 away.　 As　 you　 may

know,　 my　 foster　 father　 was　 playing　 adult　 male　 roles　 as　 a　 Each加 肋whileIwas　 an

onnagata.　 I　 think　 that　 this　 was　 intentional　 and　 resulted　 from　 his　 theatrical

upbringing.　 My　 foster　 father　 was　 only　 rarely　 taught　 direcdy　 by　 his　 own　 father　 how

to　 play　 certain　 roles,　 When　 he　 would　 ask　 his　 father　 to　 show　 him　 how　 to　 play　 a

certain　 role　 that　 he　 had　 taught　 to　 someone　 else,　 his　 father　 would　 reply,　 "Go　 to　 the

one　 thatIhave　 taught　 and　 ask　 him　 to　 teach　 you.　 It　wouldn't　 do　 any　 good　 ifItaught

you　 directly."　 Fortunately,　 because　 my　 foster　 father　 was　 a　 tachiyaku　 and　 I　was　 an

※l　 Tamasaburo'srealname
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れられないのです。つ まり、私が今考え当たる結論 としては、役者は技術 を学んだ

り、形 を学んだり、声の出し方とか方法を学んだ りしますが お客様にご披露する時

には、全 くお稽古をしたことがないのではないか、技術が全 く見えない、説明的な演

技 をしない、その演技 をしているということが分か らない、その人が出てきてお客様

にお見せ したのではな くて、ただ生きて、ただ引っ込んでいったように見えれば一番

良いのではないか と思います。

歌舞伎の世界にも言い伝えがあ ります。役者の中で言い伝 えられたことで、「顔の

まずい役者は良 くならない」 ということがあります。「顔」 というのはこのマスクの

ことを言っているのではな く、古典では 「化粧 をする」 ことを 「顔をする」 と言いま

す(Fig.4,5)。 ですか ら 「化粧のまずい役者は良 くならない」 とい うことですが、

これは、化粧を綺麗にするということではなくて、役柄に合った化粧 を的確に、簡潔

に描 けるようでなければならないということを言っているのだと思います。また 「化

粧前 を汚 してはいけない」と言われます。鏡台の前のテーブルの ところ、この鏡から

全部、座布団のところを、役者の中では 「化粧前」と言います。ここが散乱 している
の しろ い

とか、白粉がこぼれているとか、粉白粉が散っているとか、使った器がば らば らに

なっている役者にはろくなものがいないと言われるのです。 これは職人さんとか、匠

の方たち、あるいは美 しいものを作る方たちにとっては当然のことですが、使ったも

のが綺麗に使い終わってそこに戻ってい く、そ ういう風でなければ役 も乱れて しまう

ということを言われていて、「化粧前 を一 目見ただけで、その役者の価値が どれ くら

いか ということが分かる」 と言われるのです。 まあ、私が良い役者か どうか分か りま

せんが、そ う言われて化粧前を綺麗にすることばか りを・・生懸命にしていたこともあ

ります0し か し、そうしているうちにそれが身につ くこともあると思います。

さて、私は女形 という職業です。女形がなぜ東洋に残ったのか、現代の女形に対 し

て少 しお話をさせていただ きます(Fig.6)。 これはなかなか理論にはで きないこと
れ く トニ

なのですが、歌舞伎は出雲の阿国か ら始 まったと言えます。それも京都で始 まりまし

た。実は出雲の阿国は、噂では徳川家にも太い繋が りを持っていて、教養のあった方

だ ということを聞いてお ります。大奥の催 し物の中でも、阿国だけは出入 りが自由で

あったこともあ り、その中で念仏踊 りなどを踊っていたので しょう。そ うでなけれ

ば、ただ女性が踊っていただけで、今日まで出雲の阿国として、 また歌舞伎の創始者

として今 日まで讃えられることはなかったのではないかと思い ます。その後、歌舞伎
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o物 αgαfα,there　 were　 onlya　 few　 roles　 thatImight　 have　 wanted　 him　 to　 teach　 me

directly.　 I　fondly　 remember　 him　 strictly　 discipUning　 me.　 He　 said,　 "Because　 I　am

a　'achiyakuIcan　 teach　 you　 how　 a　tackあr¢ku　 would　 feel,　 such　 as　 what　 a　 tachiyaku

would　 expect　 from　 an　 onnagata　 so　 that　 he　 can五nd　 it　easy　 to　 perform　 his　 role.　 As

such,　 you　 should　 train　 yourse猛as　 an　 onnagata　 in　your　 daily　 Ufe.　 For　 example,　 when

preparing　 water　 for　 washing　 your　 face,　 it　should　 be　 neither　 too　 hot　 nor　 lukewarm.

If　it's　 cold,　 you　 should　 make　 it　tepid,　 and　 in　 summer　 months　 you　 should　 make　 it

lukewarm.　 Similarly,　 before　 you　 change　 into　 your　 housecoat　 in　 winter,　 it　should　 be

warmed　 up,　 and　 you　 should　 avoid　 leaving　 them　 in　 direct　 sunlight　 in　 summer."

I　 would　 now　 Uke　 to　 talk　 about　 two　 of　 my　 foster　 fatheゼs　 apprentices:　 Tamon

Bando　 and　 Yagoro　 Bando.　 A　 Kabuki　 actor　 has　 his　 own　 attendants　 fmm　 his　 father's

generation.　 Usually,　 they　 are　 apprentices　 who　 remember　 things　 about　 the　 previous

master　 or　 forms　 from　 the　 period　 before　 his　 father's　 generation,　 and　 their　 job　 is

to　 help　 to　 raise　 the　 sons　 of　 the　 family.　 Both　 Tamon　 and　 Yagoro　 were　 my　 foster

father's　 apprentices,　 and　 so　 they　 were　 always　 around　 me.　 They　 were　 only　 about

two　 to　 five　 years　 younger　 than　 my　 foster　 father,　 and　 thus　 were　 of　 the　 same

generation.　 They　 would　 often　 tell　 me　 things　 like,　 "Good　 actors　 should　 have　 room

to　 branch　 out.　 Think　 of　 characters　 written　 in　 black　 ink.　 Parts　 of　 those　 characters

might　 be　 blurred.　 What　 do　 those　 blurred　 areas　 reveal　 to　 you?　 Some　 people　 are

content　 with　 printed　 characters,　 but　 what　 is　 really　 important　 sto　 be　 able　 to　 find

meanings　 in　 the　 curves　 and　 blurred　 portions　 of　 the　 characters'Being　 anoπ"agata

himself,　 Tamon　 taught　 me　 all　 sorts　 of　 minor　 details,　 somethng　 new　 every　 day,

1iterally　 sitting　 right　 beside　 me　 before　 a　 performance　 or　 while　 I　was　 taking　 off　 my

makeup　 at　 the　 dressing　 table　 after　 a　 show,　 telling　 me　 things　 that　 onnagata　 should

know,　 the　 proper　 lengths　 of　 kimono　 to　 trail,　 how　 to　 adjust　 the　 collar,　 the　 correct

posiUon　 of　 the　 obi　 sash,　 what　 hairstyle　 to　 wear,　 the　 kinds　 of　 mochigami,　 or　 folded

paper　 kept　 inside　 the　 folds　 of　 kimonos,　 that　 should　 be　 used,　 the　 costumes　 that

should　 be　 chosen　 for　 certain　 periods　 of　 history　 and　 occasions,　 et　 cetera,　 et　 cetera.

There　 are　 simply　 too　 many　 things　 to　 list.　 In　 retrospect,　 I　 recall　 those　 two

apprenUces　 condnually　 telling　 me　 that　 good　 actors　 should　 be　 "rounded,"　 and　 that

such　 actors　 should　 have　 depth　 and　 class,　 For　 instance,　 when　 I　would　 walk　 and

handle　 the　 hem　 of　 my　 kimono　 at　 an　 acute　 angle,　 they　 would　 say,　 "You're　 not　 acting

out　 the　 character　 properly.　 The　 way　 you　 handle　 the　 hem　 does　 not　 have　 any　 sense

of　 `roundness.'　 To　 avoid　 drawing　 too　 much　 of　 the　 audience's　 attendon　 to　 the　 act

of　 handling　 the　 hem,　 you　 should　 control　 the　 flapping　 of　 your　 kimono　 so　 that　 no
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one　 notices　 it."　They　 also　 said,　 "Just　 because　 you　 think　 you　 have　 attained　 a　`form.'

that　 does　 not　 mean　 that　 you　 should　 flaunti亡in　 front　 of　 the　 audience.　 You　 should

not　 try　 making　 your　 voice　 heard　 simply　 because　 your　 voice　 carries　 far,　 You　 should

not　 give　 an　 awkward,　 angular　 performance."　 I　don't　 know　 why,　 but　 I　cherish　 those

words　 so　 much.　 Perhaps　 "cherish"　 is　 not　 the　 proper　 word,　 buuhose　 words　 would

pop　 into　 my　 head　 at　 every　 opportunity,　 andI　 simply　 couldn't　 forge日hem.　 All

things　 considered,　 my　 tentative　 conclusion　 about　 such　 things　 is　 this:　 an　 actor

learns　 technique,　 form,　 how　 to　 make　 one's　 voice　 heard,　 and　 all　 sorts　 of　 methods,

but,　 once　 he　 is　 in　 front　 of　 the　 audience,　 the　 ideal　 effect　 is　for　 those　 watching　 to

wonder　 if　he　 has　 ever　 rehearsed　 or　 has　 any　 techniques　 at　 all,　 and　 it　is　 beshf　 he

does　 not　 give　 a　merely　 explanatory　 performance,　 instead　 causing　 the　 audience　 to

wonder　 if　he　 is　 acting　 or　 not.　 In　 other　 words,　 it　is　best　 if　the　 audience　 simp|y　 sees

him　 come　 on　 stage,　 naturally　 inhabit　 that　 space,　 and　 then　 leave,　 instead　 of　 him

making　 a　 big　 show　 of　 his　 performance　 technique,

　 　 We　 have　 many　 old　 sayings　 in　 Kabuki　 circles,　 One　 that　 has　 been　 handed　 down

by　 actors　 says　 that　 "No　 actor　 can　 be　 successf111　 without　 a　 good　 face."　 Now,　 the

"face"　 here　 does　 not　 just　 mean　 physical　 appearance
.　In　 the　 world　 of　 classical　 theater,

we　 say　 that　 we　 "do　 our　 faces,"　 meaning　 to　 "put　 on　 our　 makeup."　 (Fig.　 4,　 5)　 So,　 the

saying　 can　 be　 paraphrased　 as,　 "No　 actor　 can　 be　 success釦l　 if　he　 has　 poor　 makeup."

But　 again,　 I　don't　 think　 this　 simply　 implies　 that　 an　 actor　 must　 do　 his　 makeup　 neatly,

but　 rather　 it　means　 that　 he　 should　 create　 a　 face　 that丘ts　 the　 role　 accurately　 and

concisely,　 Another　 saying　 goes,　 "Never　 fou|　 your麦 θ貌o-mae,"　 Kes加 －mae　 isaterm

used　 by　 Kabuki　 actors　 to　 refer　 to　 the　 small　 area　 in　 front　 of　 the　 dressing　 mirror,

including　 the　 dressing　 table,　 zabuton　 cushion,　 and　 everything　 else　 there.　 They　 say

that,　 if　 things　 are　 scattered　 all　 around,　 cosmetics　 are　 spilled,　 white　 powder　 is

scattered　 about,　 or　 containers　 are　 left　 here　 and　 there　 after　 use,　 the　 actor　 will　 never

achieve　 success.　 This　 is　a　 matter　 of　 course　 for　 craftsmen,　 artisans,　 or　 anyone　 else

who　 is　involved　 in　 the　 creation　 of　"beauty,"　 but　 it　has　 been　 said　 that　 unless　 everything

is　 put　 tidily　 back　 where　 it　was　 after　 use,　 this　 will　 have　 an　 effect　 on　 one's　 acting.

So,　 people　 say　 that　 the　 value　 of　 an　 actor　 can　 be　 judged　 fromaquick　 glance　 at　 his

kesho-mae,[don't　 know　 ifIam　 agood　 actor　 or　 not　 but,　 because　 of　 that　 saying,

1have　 always　 liked　 to　 keep　 my　 々esho-m¢e　 very　 tidy,　 andIthink　 that　 one　 can

acquire　 good　 habits　 in　 this　 way.

By　 profession,　 I　specialize　 m　 onnag¢t¢ 　or　 female　 theatrical　 roles.　 I　would
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は、男が女を演 じるようにな りました。女形の演技が主流にな りましてか ら350年 ほ

どの歴史があ ります。阿国は女性で したが、阿国歌舞伎か ら数えて、歌舞伎は2003

年に400年 を迎えたわけです。特 に男性が演 じるようになってから、特に近代、今上

演 されてお ります古典 とい うもの、例えば 『鷺鋤 とか 『道成寺』とかがあ ります

が、そういう完成 された歌舞伎ができて、大人の男が女形をやってからは、約250年

の歴史を迎えています。歌舞伎の女形というものが、なぜ多 くは東洋に、そ してこの

日本に存在しているのかとい うことを、まだ私ははっきりと理解 してお りません。古

代ギ リシャや中世のヨーロッパにも女形 という役割はあ りましたが、その場合は若い

少年が女性の役を演 じるとい うもので した。今はほとんと凍 洋だけに しか残っていな

いこの分野 を今後 どのような形で後世に残 していけるのか、自分には、まだはっきり

とした展望 は見えてい ませんが、力のある限 り先輩か ら教えていただいた良い こと

を、すばらしいことを、良い形で伝 えていきたいと思っています。そ して歌舞伎俳優

としての役 目は、人間が生 きてい く中で、多くの困難を乗 り越えていける為の心の慰

めになれる役割であ り、そのことを忘れないようにと思っているのです。

ここで一つ私が考えていることがあ ります。ヨーロッパにはオペラハウスがあ りま

して、バ レエとかオペラとか、あるいは演劇学校、例えばシェイクスピアの専門の学

校があって、学び、卒業するわけです。 しかし、日本では、大学に古典の授業はあ り

ますが、古典専門の学校はまだないと思ってお ります。できれば女形であるか どうか

は別として、日本の古典 とい うものを、 きちんと系統立てて教育する教育機関が 日本

にできれば良いなというのが私の夢です。昔は、日本は個人個人が口伝で教えていた

ことが伝わ りましたが、それは日本舞踊 も歌舞音曲も町に大変広がっていて、それが

集約された形で専門家が生まれて くるという中で古典 というものの芸能が生 まれたわ

けですが、現在のようにあ らゆる分野が世の中に出てきた中で、古典 というものが民

間の多 くの広が りの中から選ばれて出て くるという土壌が無 くなってきた ということ

で、古典がこれか ら太い道の りで残 っていくということが非常に危ぶ まれる時代であ

ると思っています。できれば、こういう古典を専門に教育できる機関があって、研究

ができたり、あるいは歴史を学ぶ ことができた り、いち早 く専門的な良い方法が覚 え

られる、あるいは環境が整って、生活その ものの中か ら古典的な味が出て くるという

教育機関が出てきたら良いな と思ってお ります。
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1ike　 to　 take　 some　 time　 to　 talk　 about　 how　 it　is　that　 such　 performers　 are　 sti11　a　fixture

in　Orientalcountries,　 and　 about　 the　 roles　 of　onnagata　 in　our　 modern　 times　 (Fig .　6).

It三s　 very　 hard　 to　 explain　 this　 subject　 logically,　 but　 please　 allow　 me　 to　 try.　 It　is

thought　 that　 the　 originator　 of　 Kabuki　 theater　 was　 a　woman　 by　 the　 name　 of　 Izumo　 no

Okuni,　 who　 began　 performing　 in　Kyoto,　 Rumor　 had　 it　that　 she　 was　 closely　 connected

to　 the　 Tokugawa　 shogunate　 family　 and　 was　 we11-educated.　 I　imagine　 that　 she　 may

have　 performed　 nembutsu　 dances　 for　 events　 held　 in　 the　 inner　 sanctum　 of　 the

shogun's　 palace,　 because　 she　 would　 have　 been　 one　 of　 the　 few　 who　 had　 permission

to　 access　 that　 restricted　 area,　 where　 the　 women　 of　 the　 shogun's　 entourage　 were

accommodated.　 If　such　 were　 not　 the　 case,　 I　find　 it　difficult　 to　 accept　 that　 a　mere

female　 dancer　 could　 earn　 such　 a　place　 in　 history　 as　 Izumo　 no　 Okuni,　 and　 be　 praised

to　this　 day　 as　 the　 founder　 of　Kabuki　 theater,　 A丘er　 her　 time,　 young　 male　 actors　 began

playing　 female　 roles　 in　 Kabuki　 theater.　 Izumo　 no　 Okuni　 was　 a　 woman,　 but　 for　 the

last　 350　 years　 or　 so,　 performances　 by　 onnagafa　 have　 been　 the　 norm.　 Marking　 the

original　 performance　 by　 Izumo　 no　 Okuni,　 Kabuki　 theater　 celebrated　 its　 400th

anniversary　 in　 2003.　 And　 it　 has　 been　 some　 250　 years　 since　 more　 sophisticated

Kabuki　 programs-especially　 so-called　 "classic　 programs"　 such　 as　 Sagi　 Musume,

or　 The　 Heron　 Maiden,　 and　 D〔 ゾφガ,　or　 The　 Da7ali　 Temple,　 which　 are　 still　 performed

today-were　 created　 and　 adult　 male　 actors　 began　 to　 play　 female　 roles.　 I　have　 yet

to　 gain　 a　clear　 understanding　 of　 why　 performers　 like　 Kabuki　 annagata　 exist　 in　 many

Oriental　 countries　 and　 here　 in　Japan.　 It　is　true　 that　 male　 actors　 often　 impersonated

women　 in　 ancient　 Greece　 and　 medieval　 Europe,　 but　 those　 cases　 mostly　 involved

young　 boys　 playing　 female　 roles.　 I　still　 haven't　 been　 able　 to　 develop　 a　clear　 vision

of　 how　 we　 can　 continue　 to　 hand　 down　 this　 legacy,　 which　 now　 exists　 virtually　 only

in　 this　 part　 of　 the　 world,　 butIam　 determ三ned　 to　 put　 all　 I　have　 into　 passing　 on　 the

wonderfu1,　 instructive　 teachings　 of　 our　 forerunners　 in　 the　 best　 possible　 way.　 I

believe　 that　 my　 mission　 as　 a　 Kabuld　 actor　 is　 to　 play　 a　 role　 that　 helps　 to　 provide

solace　 to　 people　 as　 they　 work　 to　 overcome　 the　 many　 hardships　 in　 their　 lives.　 This

is　 something　 thatIalways　 try　 to　 keep　 in　 mind,

　 　 Inow　 wish　 to　 share　 some　 more　 of　 my　 thoughts　 about　 this　 with　 you.　 In

Europe,　 there　 are　 opera　 houses　 where　 ballet　 and　 opera　 are　 taught,　 and　 acting

schools,　 such　 as　 those　 specializing　 in　 Shakespearean　 plays,　 and　 students　 study

there　 until　 they　 complete　 their　 courses.　 In　 Japan,　 however,　 some　 universities　 will

offer　 classes　 on　 the　 classics　 but,　 as　 far　 as　 I　can　 te11,　 there　 has　 not　 been　 a　 single

school　 that　 specializes　 in　 such　 works.　 My　 dream　 is　 to　 see　 an　 educational　 institution
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それでは次に歌舞伎の演技についてです(Fig.7)。 「形」ということが歌舞伎ではよ

く言われますが、これは長い間に色々な方たちが練 り上げてこられた一番良い方法、

普段の生活でいえば 「生活の知恵」 といえば良いのでしょうか、その戯曲な り、その

時代な り、その役柄 を皆様にお伝 えする一番的確な、一番無駄のない、最大限に表現

できる形を連ねた ものが 「形」になってきたのだと思います。ということは、350年

前、250年 前に、このような形がで きたのではないのではないかと思 うのです。 だん

だん練 り上げられてきたと思います。といいますのは、今回受けた色々なインタビュー

でも、「古典の しっか りとで き上がったものを次の世代に伝えるのですか」 という質

問があ りました し、「昔の通 りなのですか」 とか、「変わらないものなのですか」 とい

う問いを受けましたが、「変わってい く」 ということを断言はできませんが、「変わっ

ていない」 ということも言えないのです。例えば、自然光 とかロウソクの灯 りで演 じ

ていた歌舞伎が、今、 このような大きなホールで演 じられている中で、全 く変わらず

にお客様に伝 えることはできないのです。ただ、その戯曲の書かれた時の普遍的な人

間の魂をその戯曲の中に入れて、今のお客様に伝わる方法で演 じるということが古典

の志を伝える とい うことで、ある種の形は変わっていっているのだと思 っています。

(Fig.8)こ れ までの歌舞伎 ということですが、私たちの父の世代、いわゆる戦前戦

後に、主に昭和の歌舞伎が継承されて きたわけですが、昭和の後半から平成にかけて

先輩たちが次々と亡 くなられました。今 まで継承 してきた形を伝えていけなくなった

こともあ ります。 ビデオや録音があ りますが、ビデオや録音だけで役作 りをしてい き

ます と、よほどの経験者でない限 り、その解釈な り性根、いわゆる役作 りというもの

を学ぶことなく、形だけを学んで しまうことにな ります。その役根 を忘れてしまうこ

とになるわけですが、それを補うために文章にして書き留めておこうと思って、私は

数年前か ら書 き留めておくことにしてお ります。性根 と解釈が間違っていなければ、

形は色々な方法があって構わないと私は思っています。その方が色々な人たちの役作

りが面白くみられると思います し、歌舞伎はお楽 しみのためにはある意味で何で もあ
つる や なんぽく かわたけもく あ み

りの世界でもあ りますから、文楽や能からも頂 きましたし、鶴屋南北や河竹黙阿弥に

は特にすばらしい作品もあ ります し、変化物あ り、二重人格あ り、どんでん返 しあ り

と、お楽 しみのために書かれたものが多いのです。 しか し、その中に一つの役 として

の一貫性 と言いますか、そういうものを裏付けに置いてお くことが、役を作ってい く

上にも必要だ と思いました。 また、お客様を楽 しませ、感動させ、魂を慰められるよ
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founded　 in　 Japan　 where　 the　 Japanese　 classics　 are　 taught　 in　 a　 systematic　 manner
,

regardless　 of　 whether　 or　 not　 onnagata　 roles　 are　 included　 in　 the　 curriculum .　In　 the

past,　 such　 teachings　 were　 handed　 down　 orally　 by　 individuals,　 which　 helped　 to

spread　 Japanese　 dance　 and　 music　 throughout　 the　 towns
,　culminating　 in　 the　 birth

of　 specialists　 who　 then　 created　 the　 classical　 Japanese　 popular　 performing　 arts .

However,　 in　 contemporary　 society,　 with　 so　 many　 different　 genres　 available　 to　 us
,

we　 no　 longer　 have　 a　breeding　 ground　 to　foster　 and　 stimulate　 selection　 of　 the　 dassics

from　 among　 the　 wide　 variety　 of　 popular　 entertainment　 forms .　Such　 being　 the　 case,

I　 fear　 that　 we　 cannot　 expect　 the　 classics　 to　 flourish　 and　 prosper　 without　 some

kind　 of　 commitment　 to　 their　 future.　 Hence,Ihope　 to　 see　 the　 development　 of　 an

educational　 facility　 where　 students　 can　 specialize　 in　 the　 classics,　 conduct　 research,

1earn　 about　 their　 history,　 and　 quick|y　 acquire　 specialized　 and　 efficient　 techniques
,

or　 an　 educational　 institution　 with　 a　 conducive　 environment　 where　 students　 may

learn　 the　 essence　 of　 the　 classics　 simply　 by　 living　 their　 lives　 there.

　 　 Now,Iwould　 like　to　talk　about　 acting　 in　Kabuki　 theater　 (Fig.　 7).　We　 Kabuki

actors　 often　 talk　 about　 katachi,　 or　form,　 which　 I　would　 describe　 as　 an　 optimal

method　 that　 has　 been　 elaborated　 by　 many　 actors　 over　 a　long　 hme.　 To　 use　 an

analogy　 from　 everyday　 I迂e,　it　would　 be　 "wisdom　 for　living ."　In　other　 words,　 katachi

is　something　 that　 puts　 together　 various　 elements　 capable　 of　conveying　 a　certain
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うなものにするにも、土台が しっかりした役作 りがで きる方が良いと思います。

歌舞伎は昔の人物を演 じることが多いのですが、昔の古いものを演 じる芝居を 「時

代物」 といいます(Fig.9)。 時代物といい ます と、説明するのは大変困難なのです

が、一番の概念だけをお話 しします。時代物の人物を演 じるということは 「昔の時代

の人の表現をする」 ということなのです。つ まり会ったこともない、見たこともない

人間を演 じるわけです。その場合、その人物が出て きただけで、多くの時間と空間を

背負 ってきている人間だと感 じさせることが大切です。説明的ではない淡々とした中
は い よ う

に、それまでの時間と空間を背負って出てきて、その侃用がその時間と空間を持続さ

せ、お客様に容易に理解 していただ くことが時代物の難 しさでもあ り、逆にそれを分

かっていただければ時代物の醍醐味で もあるわけです。 という意味で、時間と空間を

背負って くるということは、その時間と空間を勉強 しなければな りません。あるい

は、先輩の ものを見なければな りません。あるいは、歴 史とか、そういう人物の絵を

見た り物語を読んだ りして、そこの ところを想像 して、それを背負って出て くること

によって、その人物を演 じな くて も、その時間 と空間をお客様が瞬時にして悟 るとい

うところに時代物の難 しさがあ ります。ですか ら、ただ舞台に出てきてその人物を演

じるということはで きず、出てきた瞬間にその時代の人物を感 じさせることが大事で

す。それには、お化粧 も必要で しょうし、衣装 も、動 き方 も必要で しょう。髪、髪の

結い方、歩 き方、たたず まい、出て くるまでの音楽の組み合わせ、周 りの配役、そう

い うものが大切 で しょう。それが整っていれば、幕が開いた途端に200年 、300年 、

あるいは源氏物語であれば、1000年 昔の時 間にお客様が瞬時に して飛び越えること

がで きます。それができたら、時代物の幕開きの成功だと思っています。ということ

は、それが持続 して終幕 まで務め られれば、お客様 はその2時 間、3時 間な りを

1000年 前な り500年前の空間の中で生きていられるわけです。これが時代物 というこ

とだと私は考えています。

絵から学んだ事というお話をさせていただきます(Fig.10)。 私は、大変身長が大

きく生まれまして、昔の 日本の演劇形態からは、15cmか ら、大げさにいえば20cmく

らい、かなり背が大きく生 まれて しまいました。ですから、女形に適 していない と、

また若い頃、七頭身、八頭身では女形にはなれないと言われたことがあ りました。 ま

してや、今より細かったので、出て きただけで 「マッチ棒のようだ」と言われたこと
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drama,　 period　 in　history,　 and　 role　 in　 the　 most　 effective,　 concise,　 and　 opUmal　 manner.

Based　 on　 this　 de5nition,I　 do　 not　 believe　 that　 such　 aゐ α'αc加was　 in　 existence　 350

0r　 even　 250　 years　 ago.　 Rather,　 it　has　 gradually　 been　 shaped　 to　 become　 what　 it　is

today.Isay　 this　 because,　 in　various　 interviews　 relating　 to　 this　 occasionIhave　 been

asked　 if　my　 task　 is　to　 "bequeath　 the　 classics　 to血ture　 generations　 in　their　 established

form,"　 or　 if　Kabuki　 still　 remains　 "as　 it　was　 in　 the　 past"　 or　 "unchanged."　 While

I　 cannot　 assert　 that　 "it　 will　 change,"　 I　 also　 cannot　 be　 sure　 if　 it　 still　 remains

"unchanged
."　For　 example,　 Kabuld　 was　 originally　 performed　 in　 natural　 light　 or　 by

candlelight,　 but　 today　 it　 is　 frequendy　 staged　 in　 huge　 halls　 like　 廿lis　 one,　 It　 is

simply　 impossible　 to　 reach　 the　 audience　 in　 a　contemporary　 setting　 with血t　 changing

anything.　 The　 original　 intent　 of　 the　 classics　 can　 s田1be　 commun三cated　 to　 the　 viewers

if　we　 infUse　 a　universal　 human　 spirit　 from　 the　 period　 when　 the　 drama　 was　 written

into　 the　 performance　 of　 the　 play,　 and　 if　we　 also　 act　 out　 the　 drama　 in　 a　way　 that

ef丘ciently　 communicates　 to　 today's　 audiences.　 Nevertheless,　 I　 think　 that　 certain

forms　 have　 changed　 over　 time,

　 　 　 (Fig.　 8)　 Looking　 back　 over　 the　 history　 of　 Kabuki　 theater,　 one　 can　 see　 that

廿10se　 in　 our　 fathers'　 generation　 passed　 on　 Showa-style　 Kabuki　 before　 and　 after　 the

Second　 World　 War　 but,　 from　 the　 latter　 ha肋f　 the　 Showa　 period　 through　 the　 onset

of　 the　 Heisei　 period,　 our　 senior　 actors　 started　 to　pass　 away,　 in　 quite　 rapid　 succession,

There　 have　 even　 been　 cases　 where　 we　 became　 unable　 to　inherit　 the　 katac〃 　that　 had

been　 handed　 down　 for　 so　 long.　 We　 do　 have　 videos　 and　 recordings　 but,　 unless　 you

are　 highly　 experienced,　 attempting　 to　 study　 how　 to　 play　 a　role　 merely　 by　 watching

videos　 and　 listening　 to　 recordings　 will　 only　 result　 in　 learning　 the　 superficial　 forms

without　 any　 true　 understanding　 of　 a　 given　 interpretation　 or　 nature　 of　 the　 role.　 This

means　 that　 the和ndamental　 nature　 of　 certain　 roles　 could　 eventually　 be　 forgotten.

For　 several　 years,　 to　 compensate　 for　 this　 loss,Ihave　 made　 a　 habit　 of　 compiling

notes.　 My　 belief　 is　that,　 so　 long　 as　 an　 actor　 understands　 the　 nature　 of　 the　 role　 and

interprets　 the　 role　 correctly,　 it　 does　 not　 matter　 if　he　 chooses　 to　 useavariety　 of

forms.　 It　can　 even　 be　 more　 interesting　 because　 you　 can　 see　 different　 interpretations

of　 the　 same　 role　 by　 different　 actors,　 Inasense,　 Kabuki　 theater　 has　 done　 whatever

was　 necessary　 to　 please　 the　 audience　 and,　 in　 fact,　 it　borrowed　 some　 elements　 of

Bunraku　 puppet　 theater　 and　 Noh　 performances.　 Some　 of　 the　 works　 by　 Nanboku

Tsuruya　 and　 Mokuami　 Kawatake　 are　 particularly　 spectacular.　 There　 are　 henge-mono,

where　 one　 actor　 plays　 multiple　 roles,　 split　 personalities,　 and　 surprise　 endings－
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these　 were　 all　written　 to　 please　 the　 viewers,　 However,　 I　have　 come　 to　 realize　 that,

in　 playing　 a　 role,　 you　 must　 also　 have　 consistency,　 which　 serves　 as　 a　 sort　 of

foundation.　 Having　 such　 a　solid　 foundation　 in　 y皿r　 performance　 is　also　 necessary

in　 order　 to　 please　 and　 impress　 the　 audience　 and　 to　 provide　 spiritual　 solace.

　 　 We　 Kabuki　 actors　 often　 act　 out　 roles　 of　 people　 from　 the　 past,　 and　 a　drama　 set

in　 such　 a　period　 is　called　 aガd¢imono　 (Fig,　 9>,or　 historical　 play,1且nd　 it　very　 hard

to　 explain　 what　 a　 jida励ono　 is,　 but　 let　 me　 address　 the　 most　 important　 concept

underlying　 it,　To　 play　 a　 person　 inガdaamono　 is　 to　 "represent　 a　 person　 from

a　 period　 in　 the　 past."　 In　 other　 words,　 you　 must　 become　 an　 expression　 of　 a

person　 whom　 you　 have　 never　 met　 or　 seen.　 In　 such　 cases,　 it　 is　 important　 to

impress　 the　 audience　 with　 the　 fact　 that　 the　 person　 carriesa　 great　 deal　 of　 time　 and

space　 on　 his　 or　 her　 shoulders　 from　 the　 moment　 he　 or　 she　 appears　 on　 the　 stage.

Maintaining　 a　non-explanatory,　 detached　 appearance,　 yet　 carrying　 [he　 time　 and　 space

of　 the　 past　 on　 your　 shoulders　 with　 your　 attire　 helping　 to　 sustain　 that　 atmosphere

of　 time　 and　 space-the　 need　 to　 help　 the　 audience　 to　 easily　 understand　 these

concepts　 is　one　 of　 the　 things　 that　 make　 jidaimono　 so　 di伍cult.　 Conversely,　 jidaimono

gives　 us　 true　 joy　 if　we　 succeed　 in　 achieving　 that　 result.　 And　 so,　 to　 be　 able　 to　 carry

the　 time　 and　 space　 of　 history　 on　 your　 shoulders,　 you　 need　 to　 do　 your　 homework

on　 that　 time　 and　 space　 or　 watch　 how　 your　 seniors　 played　 that　 role,　 Or,　 you　 might

study　 history,　 see　 drawings　 of　 such　 persons,　 or　 read　 stories　 about　 them.　 Then,　 you

need　 to　 use　 your　 imagination　 to　 be　 able　 to　 take　 all　 of　 those　 things　 upon　 your

shoulders.　 If　you　 are　 success血1,　 the　 audience　 may　 instantly　 comprehend　 the　 time

and　 space　 without　 you　 even　 acting　 as　 that　 person,　 and　 this　 is　what　 makes　 jidaimono

truly　 challenging.　 You　 cannot　 simply　 come　 on-stage　 and　 play　 the　 person;　 rather,

you　 are　 obliged　 to　 make　 the　 audience　 "feel"　 that　 you　 are　 a　 person　 from　 that　 era,

飾m　 the　 moment　 you　 appear,　 To　 accomplish　 this　 effect,　 you　 need　 to　 consider　 such

aspects　 as　 appropriate　 makeup,　 costumes,　 movements,　 wigs,　 hairdressing,　 manner

of　 walking,　 atmosphere,　 appropriate　 music　 to　 herald　 the　 actor's　 appearance　 on　 stage,

and　 general　 casting.　 If　all　 of　 these　 things　 are　 in　 place,　 as　 soon　 as　 the　 curtains　 open

the　 audience　 can　 be　 instantly　 transported　 200　 0r　 300　 years　 into　 the　 past,　 or　 even

1,000　 years　 as　 in　 the　 case　 of　 works　 like　 the　 TaleげGθ"プi,　 If　this　 is　 accomplished,

it　can　 be　 safely　 said　 that　 theガ4α 緻 宴o%o　 has　 been　 successfully　 conveyed.　 In　 other

words,　 if　that　 condition　 is　able　 to　 be　 maintained　 until　 the　 curtains　 close,　 the　 audience

will　 enjoy　 the　 experience　 of　 spending　 those　 two　 or　 three　 hours　 in　 a　space　 1,000　 0r
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もあ りました。女形 というのは、扮装 した男がその細部を女性に変換 させなが ら女 ら

しく見える演 じ方を身につけてい くことに費や され ます。そ して、最後に演 じ手の想

いをその形の中に込めることによって女性像が出現 していきます。身体の使い方など

た くさんの稽古を積みながら形を整えてい くのですが、私の場合は、さらに女性を描

いた絵を見なが ら、美 しい女性を想像 して きました。 日本画、特に江戸時代の女性の

有 り様を感 じ取ろうと若い頃か らた くさんの浮世絵 を見てきました。浮世絵か ら当時

の女性を感じ取ろうと思ったのです。それにはもう一つの理由があります。舞台に立

ち始めた十代の頃、女形 として私は背が高 く、顔 も小 さかったので、「女形 らしくな

い」 と言われたことがあ りました。そのような時に出会ったのが、浮世絵や 日本画の

中の女性たちで した。浮世絵の 『見返 り美人』、あるいは清長、春信の絵の中には、
うえ むら

顔が小さくすらっとした細身で長身の女性が描かれています。あるいは京都の上村
し うえん たけひさゆめ じ

松 園 さんや大正時代の竹久夢二 さんの美人画も同 じで した。私 自身、それを美 しい

と感 じました し、江戸時代の人々も、そ ういう女性 を美 しいと評価 してきたのだと理

解 しました。それならば、自分の身体でこういう女性像の雰囲気を表現できたら良い

だろうなと思ったのです。大切なのは、単に彼女たちを真似するのではない というこ

とです。絵 には、描 き手の解釈があるわけで、生身の人間その ものではあ りません。

時には誇張 もあ ります し、人間の身体ではで きない姿勢 もあ ります。『見返 り美人』

もあの通 りの体勢をとることは無理なはずです。そこから何を学ぼうと思ったか。抽

象的な言い方をすれば、その絵の美を支えている表情や線や雰囲気などを理解 しよう

と思ったのです。先輩の俳優さんたちか らも学 びましたが江戸時代の絵か ら学んだこ

とも多 くあ りました。

次に色へのこだわりについてのお話をさせていただきます。私は歌舞伎の世界で仕

事をする前から、色へのこだわ りが非常に強かったように思います。その色 というの

は、合わせ一つによって雰囲気 も変わって しまいます。能楽では、取 り合わせ という

ものが大変大切で、代 々伝わった衣装の素材から色を取 り合わせることによって役作

りをしてい くのですが、特 に私が 日本で非常 に抵抗があ りますのは、私がち ょうど

5、6歳 の時で したか、高度成長の時代に蛍光灯が家庭の中に入ってきました。それ

までは、私は小さい時から歌舞伎座の楽屋にお りましたので、ランプ、いわゆる電灯

の中で暮 らして きたわけです。それが、6歳 の時に、父が、実父でございますが、明

るい灯 りができたからといって、蛍光灯を部屋の中につけて くれました。そ うします
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500　 years　 in　 the　 past.　 I　believe　 that　 this　 is　what　 jidaimono　 can　 accomplish.

　 　 Let　 me　 move　 now　 to　 what　 I　learned　 from　 drawings　 (Fig,　 10),　 First,　 I　am

anaturally　 tall　 person.　 By　 the　 standard　 of　 Japanese　 actors　 in　 the　 past,Iam　 15

centimeters　 or　 even　 20　 centimeters　 taller　 than　 their　 average　 height.　 People　 used　 to

say　 thatIwas　 not　 suited　 to　 be　 an　 o拗 αgα'α,or　 they　 would　 tell　 me　 whenIwas

younger　 thatIcould　 not　 become　 an　 onnagata　 because　 the　 ratio　 of　 my　 head　 to　 my

total　 height　 was　 one-to-seven　 or　 one-to-eight.　 Even　 worse,　 because　 I　was　 thinner

thanIam　 now,　 someone　 pointed　 at　 me　 and　 said,　 "Look　 at　 that　 beanpole"　 as　 soon

asIappeared　 on　 the　 stage,　 To　 become　 an　 accomplished　 onnagata,amale　 actor

dressed　 as　 awoman　 spends　 time　 learning　 how　 to　 look　 likeawoman　 as　 he　 tries

to　 convert　 various　 details　 into　 those　 of　 the　 opposite　 sex.　 A　 female　 persona　 appears

a丘er　 he　 has　 encapsulated　 his　 aspirations　 as　 a　performer　 into　 it,　The　 form　 must　 be

trimmed　 little　 by　 li廿le　 while　 practicing　 assiduously　 in　the　 ways　 of　 moving　 one's　 body

and　 everything　 else.　 In　 my　 case,　 I　also　 looked　 at　many　 drawings　 of　 women　 in　 order

to　 develop　 a　personal　 image　 of　 what　 a　 beauti血 」Hemale　 should　 look　 like.　 From　 my

youth,　 I　viewed　 manyμ 雇yo-e　 pictures　 in　 order　 to　 grasp　 how　 women　 lived　 and

looked　 in　 the　 Edo　 period.Iwanted　 to　 "feer'　 the　 women　 of　 those　 times　 by　 looking

at　 ukiyo-e.　 There　 was　 another　 reason　 fo「　100king　 at　 drawings.　 WhenIbegan

performing　 on　 stage　 in　 my　 teenage　 years,　 some　 critics　 said　 that　 I　"did　 not　 look　 hke

anoκ"agata"　 because　 I　was　 too　 tall　 and　 my　 face　 was　 too　 small.　 It　was　 around　 that

time　 that　 I　discovered　 women　 in姑 砂o一 θand　 Japanese　 drawings.　 If　 you　 look　 at

μ雇yo－ θworks　 such　 asルri鳶 αθ万B萌 π,　or　 "A　 Beauty　 Looking　 over　 Her　 Shoulder,"

and　 works　 by　 Kiyonaga　 Torii　 and　 Harunobu　 Suzuki,　 you　 find　 ta11,　 slender　 women

with　 small　 faces.　 Bijinga,　 or　 pictures　 of　 beauti血1women,　 created　 by　 Shoen

Uemura　 of　 Kyoto　 and　 Yumeji　 Takehisa　 from　 the　 Taisho　 period,　 were　 also　 like　 that.

Imyself　 found　 beauty　 in　 them,　 and　 was　 convinced　 that　 people　 in　 the　 Edo　 period

admired　 such　 women　 as　 being　 attractive.　 Then,　 I　thought　 it　would　 be　 wonderful

ifIcould　 reproduce　 through　 my　 own　 body　 the　 ambience　 ofawoman　 with　 such　 an

image,　 It　 is　 important　 not　 to　 merely　 try　 to　 emulate　 those　 women.　 After　 a11,　 the

figures　 depicted　 in　 drawings　 are　 the　 interpretations　 of　 an　 artist,　 and　 did　 not　 actually

exist　 as　 shown.　 Sometimes,　 they　 involve　 exaggerations,　 and　 some　 poses　 cannot　 be

reproduced　 by　 the　 human　 body.　 Take　 〃i々 α碗B碗"　 as　 an　 example.Ido　 not　 think

that　 anyone　 can　 actually　 assume　 that　 posture.　 One　 might　 then　 ask,　 "So,　 what　 did

you　 want　 to　 Iearn　 from　 themP"　 Speaking　 abstractly,　 the　 thingslwas　 trying　 to
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と、今まで見ていた色、ほとんど自分が想像 していた色ではない部屋の雰囲気になっ

たのです。なぜか分か りませんが、「お父 さん、元の電球に戻 して」 と言って、戻 し

て もらいましたら、いつも見ていた通 りの色の部屋に戻 りました。それ以来、私の家

は、洗面所以外は、ほとん ど父が白熱灯で通 して くれました。 もちろん、この電球の

ことだけではあ りません。基本的には太陽の光が基本です し、夜の演劇ではロウソク

の光が基本です。今は自然光に見える蛍光灯な どもあ りますが、やは り芸術を志す者

は自然光で色を見極めるということが大切だとい うことを、今、強 く思っています。

日本では、ほとんど蛍光灯が、それ以来、長いこと・}三流 になっていまして、色 を選ぶ

ということが大変難しい時代になりました。

劇場についてのお話 もさせていただ きます(Fig.11>。 やは り、私は、木造 りの劇

場 を非常に大事にしてい ます。 また、江戸時代は500か ら1000の 間の客席数の劇場が

主流だったと思いますが、今はどんどん大きくな りまして、歌舞伎座も、 もともと大

きす ぎると言われたのです。例えば、出入 りにも、2mく らい長 くな ります と、ゆっ

くり歩けば1人 が出入 りするのに10秒 くらい余計にかか り、6人 出入 りします と1分

長 くなります し、60人 出入 りするとその10倍 にな ります。その分、芝居が延びてしま

うのです。ですか らそのことをよく考えて、昔の小 さい劇場ではどうであったかを考

えなが ら芝居を作っていかなければなりません。

歌舞伎座の思い出ということにな りますが、本当に私はここで育ったような気がい

understand　 were　 the　 facial　 expressions,　 contours,　 and　 the　 atmospherics　 that

combine　 to　 create　 the　 beauty　 in　 the　 drawings.　 As　 much　 asIlearned　 from　 senior

actors,　 I　also　 learned　 a　 great　 deal　 from　 illustrations　 from　 the　 Edo　 period.

　 　 I　would　 now　 like　 to　 talk　 about　 my　 obsession　 with　 colors.　 I　think　 that,　 even

beforeIbegan　 my　 career　 asa　 Kabuki　 actorIwas　 very　 particular　 about　 colors.　 As

you　 know,　 colors　 can　 change　 the　 ambience　 depending　 on　 how　 they　 are　 combined.

In　 a　 Noh　 play,　 the　 combination　 of　 various　 hues　 matters　 agreat　 deal.　 The　 actors

study　 how　 to　 play　 a　 role　 by　 picking　 out　 different　 colors　 from　 among　 costume

materials　 handed　 down　 through　 the　 generations.　 Ihave　 to　 say　 that　 there　 is　 one

thing　 about　 colors　 in　 Japan　 thatIcannot　 bring　 myself　 to　 accept.　 WhenIwas

about　 five　 or　 six　 years　 old,　 at　 a　time　 when　 Japan　 was　 experiencing　 rapid　 economic

development,　 fluorescent　 lights　 began　 to　 be　 used　 in　 private　 homes.　 Up皿til　 then,

I　had　 been　 spending　 much　 of　 my　 time　 in　 a　dressing　 room　 at　the　 Kabuki-za　 Theater,

which　 was　 lit　by　 electric　 bulbs,　 However,　 when　 I　was　 six,　 my　 real　 father　 replaced

the　 bulbs　 in　 my　 room　 with　 fluorescent　 lights,　 which　 he　 said　 were　 brighter.

Suddenly,　 the　 atmosphere　 in　 my　 room　 changed　 completely-all　 of　 the　 familiar　 colors

were　 gone　 and　 everything　 looked　 different.　 I　did　 not㎞ow　 why,　 butIasked　 him

to　 bring　 the　 bulbs　 back,　 which　 he　 did.　 Then,　 everything　 in　 the　 room　 was　 back　 to

the　 shades　 that　 were　 so　 familiar　 to　 me.　 From　 that　 time,　 my　 father　 continued　 to

use　 incandescent　 lamps　 in　 our　 house,　 except　 in　 the　 bathroom,　 Of　 course,a　 is　not

just　 electric　 bulbs　 that　 I　 am　 particular　 about.　 Basically,　 sunlight　 should　 be　 the
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一 晦
Fig.13 cTaKashiOkamOto

た します(Fig.12)、 、小さい頃か ら廻 り舞台に乗った り、迫.|'.がりで登場 した り、.舞

台のところに切れ 日があ りまして妖怪 とか妖精 とか、化け物はそこか ら登場・するわ

けですが、そこに.乗って芝居 をすることが私は夢で して、本当にすばらしい夢がか

なったと思ってお ります。今は歌舞伎座が改修中です、,再来年には歌舞伎座が再開場・

しますが、そこで何 を発表できるか、今、自分でも考えているところです、、

ま た 、 昆 劇 に も出 演 させ て い た だ き ま した(Fig.13)。1|1国 の 女 形 の 話 で ご ざい ま
ゴリ られ ぷ ちム

すが、梅蘭方に憧れて調べていくうちに、昆劇に出会ったわけで ございます。

私は本当に多くの人たち、先輩に恵まれました。この京都賞の受賞者でも、アンジェ

イ ・ワイダさん、ピーター ・ブルックさん、モー リス ・ベ ジャールさん(Fig.14)、

ピナ ・バウシュさんと知り合いです。もちろん、　Ilf日Hミ男さんとも大変親 しくさせてい

ただいてお りました。.これか らどういう.舞台を作っていけるかということを考えてお り

ますが、私はこれから、後輩.に対する継承もしていかなければなりません.そ して演出

もしていかなければなりませんし、監修もしていかなければならないと思います。ある

程度の役をやらないようにして、その残った時間を伝承に回したいと思ってお ります。
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principal　 source　 of　 illumination　 and,　 for　 evening　 theatrical　 perfc)rmances,　 candlelight

should　 be　 [he　 standard　 lighting　 technique.　 We　 now　 have　 fluorescent　 tubes　 emitting

light　 that　 looks　 natural,　 butI　 strongly　 feel　 now　 that,　 if　one　 aspires　 to　 be　 an　 artist,

one　 needs　 to　 determine　 colors　 under　 natural　 lighting　 conditions.　 [n　Japan,　 fluorescent

lights　 have　 been　 the　 primary　 lighting　 device　 since　 their　 debut,　 which　 makes　 it　very

difficult　 for　 people　 of　 our　 times　 to　 choose　 colors　 proper|y.

　 　 　 Allow　 me　 to　 briefly　 touch　 on　 theaters　 (Fig,　 11).　 Not　 surprisingly,　 [　highly

value　 theaters　 constructed　 with　 timber.　 I　believe　 that,　 back　 in　 the　 Edo　 period,

theaters　 generally　 had　 500　 to　 1,000　 seats;　 over　 time,　 the　 seating　 capacities　 〔)f

theaters　 have　 grown　 larger　 and　 larger.　 People　 believed　 that　 the　 Kabuki-za　 Theater

was　 too　 large,　 One　 reason　 for　 this　 was　 that,　 if　an　 actor　 has　 to　 walk　 an　 additional

two　 meters　 to　 enter　 or　 exit　 the　 stage,　 it　will　 take　 another　 10　 seconds　 if　he　 is　walking

slowly.　 For　 six　 actors　 it　will　 take　 60　 seconds　 longer,　 and　 k)r　 60　 actors　 the　 time

increases　 ten-fold.　 The　 resuIt　 is　that　 the　 play　 duration　 is　extended.　 We　 contemporary

actors　 have　 to　 take　 this　 into　 consideration　 and　 modify　 plays　 by　 assuming　 how

things　 were　 in　 the　 small　 theaters　 of　 the　 past.

　 　 　 If　you　 should　 ask　 me　 about　 my　 memories　 of　 the　 Kabuki-za　 Theater,　 I　would

tell　 you　 that,　 essentially,　 I　was　 raised　 there　 (Fig.　 12).　 Ever　 since　 I　was　 a　small　 child,

I　dreamed　 of　 acting　 standing　 on　 a　 revolving　 stage,　 taking　 a　 stage　 elevator,　 or

emerging　 from　 one　 of　 the　 gaps　 in　 the　 stage　 as　 the　 spirit　 or　 monster　 characters

would.　 I　am　 truly　 glad　 that　 my　 wonderful　 dreams　 have　 come　 true.　 At　 present,　 the

Kabuki-za　 Theater　 is　being　 renovated,　 but　 it　wnl　 reopen　 the　 year　 after　 next.　 [　am

thinking　 about　 what　 I　can　 present　 there　 when　 it　opens　 again.

　 　 　 I　have　 also　 played　 a　role　 in　 Kunqu　 Opera　 (Fig.　 13),　 which　 features　 the　 Chinese

equivalent　 of　 onnagata.　 I　adore　 Mei　 Ianfang,　 and　 I　discovered　 Kunqu　 Opera　 while

I　was　 doing　 research　 on　 that　 Chinese　 actor.

　 　 Thus　 far,　 l　have　 been　 blessed　 with　 so　 many　 mentors　 tom　 many　 different　 walks

of　 life.　 From　 the　 |ISt　 of　 past　 Kyoto　 Prize　 laureates,　 I　have　 made　 the　 acquaintance

of　 Mr.　 Andrzej　 Wajda,　 Mr.　 Peter　 Brook,　 the　 late　 Mr.　 Maurice　 Bejart　 (Fig.　 14),　 and

the　 late　 Ms.　 Pina　 Bausch.　 Needless　 to　 say,　 I　enjoyed　 a　close　 hiendship　 with　 the

late　 Mr.　 Tamao　 Yoshida.　 I　am　 now　 considering　 how　 I　can　 and　 should　 contribute　 to
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海についての話 を少 しさせていただきます(Fig.15)。 私は海が大変好 きで、身体

のメンテナンスのためにも海に行っているのですが、本当に海はすばらしいです。先

ほど(今 年の基礎科学部門受賞者で宇宙物理学者の)ス ニヤエフ先生が講演されまし

たが、実は、私は、役者 と同時に宇宙開発にも興味があ りました。それで科学 とか数

学は大変好 きで、実は文学 とか国語、社会は大変苦手で した。本当に本などは戯曲だ

けしか読んだことがないような生活をしてきました。 しか し、海に入っています と、

そんなこともすべて忘れて、本当に自分を回復することができます(Fig.16)。

最後に、京都のことについてお話 しさせていただ きたいと思います(Fig.17)。 若

い頃の私にとっての京都は、南座、劇場の周辺だけのことで した。南座を取 り囲んで

いる祇園とか先斗町 とかで繰 り広げられる料理の世界、芸妓 さん、舞妓 さんの世界で

したが、楽 しく過 ごしているうちに京都の 「外」の世界があるということを知 らずに

いたのです。そこで出会 うお客様たちが、私より幾世代も上だったこともあ りましょ

うし、何よりも当時の私は舞台の毎 日でした。様々な京都を訪ね歩 く余裕が無かった

のです。若い私にとっての京都 は少 し遠い世界で した。4〔飛 になって、 自分の足で京

都を訪ねるようにな り、同世代の友人、知人が京都にもた くさんできました。絵 を描

く人、工芸を支える人、お寺の住職様、料理人さん、刺繍屋さん、織物屋 さん、その

彼 らが次第に京都の中核を担 う年代になってお りました。同 じ目線で語 り合える友人

the　 performing　 arts.Ineed　 to　 hand　 down　 whatIhave　 learned　 to　 those　 that　 will

follow　 me.　 I　also　 think　 that　 I　should　 move　 deeply　 into　 directing　 and　 producing.

This　 meansI　 will　 have　 to　 decline　 a　 certain　 number　 of　 acting　 jobs　 and　 use　 the

extra　 time　 created　 thereby　 to　 carry　 on　 the　 traditions　 of　 my　 occupation.

　 　 Let　 me　 speak　 briefly　 about　 the　 sea　 (Fig.　 15).Itruly　 love　 the　 sea,　 andIopen

go　 to　 the　 beach　 in　 order　 to　 get　 some　 healthy　 exercise.　 The　 sea　 truly　 is　 wonderful.

Astrophysicist　 Dr.　 S皿yaev藍`gave　 his　 lecture　 beforeItook　 the　 podium　 today.　 To　 tell

the　 truth,Iwas　 once　 as　 interested　 in　space　 development　 asIwas　 in　acting.Inaturally

enjoyed　 science　 and　 mathematics　 a　great　 deal,　 but　 was　 not　 very　 good　 at　 literature,

Japanese,　 or　 social　 studies.　 In　 fact,　 I　have　 basically　 Iived　 a　life　 without　 books,　 with

the　 exception　 of　 dramas.　 However,　 whenIswim　 in　 the　 sea,Ican　 forget　 about　 all

those　 things　 and　 really　 regenerate　 my　 body　 and　 spirit　 (Fig.　 16).

　 　 Last,　 but　 not　 least,　 I　wish　 to　 share　 my　 thoughts　 on　 Kyoto　 (Fig,　 17),　 When　 [

was　 younger,　 Kyoto　 for　 me　 was　 JUST　 the　 Minami-za　 Theater　 and　 the　 area　 around　 it.

It　encompassed　 the　 world　 of　 cuisines,　 and　 the　 world　 of　 geiko　 and　 geisha　 unfolding

in　 Gion　 and　 Ponto-cho,　 which　 surrounds　 Minami-za.　 While　 I　spent　 a　pleasant　 dme

there,　 I　was　 ignorant　 of　 the　 existence　 of　 the　 "outer"　 world　 of　 Kyoto.　 This　 is　partly

because　 the　 people　 thatImet　 in　 such　 places　 were　 several　 generations　 senior　 to

※2　 the　 2011　 Kyoto　 Prize　 laureate　 in　Basic　 Sciences
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たち、それがこの街の奥深さを知るひとつの大 きなきっかけになったのです。若い

頃、大先輩には臆 して尋ねることがで きなかった京都の 「奥」を彼 らが私に教えて く

れたのです。そ して見せて くれました。美 しい織物ができ上がるまで、見事な器の由

来、奥の奥にある風景。それは日本が永い時間をかけて培 ってきた過程を辿るような

すばらしい体験でした。日本の文化芸術の源がここにある、これまで私が見てきた 日

本のすばらしいものはここか ら流れて きたのだと感 じるようになったのです。

本 日は本当にありがとうございました。

me　 and　 also　 becauseIwas　 kept　 busy　 working　 on　 the　 stage　 in　 those　 days .Idid

not　 have　 the　 time　 or　 energy　 to　 make　 the　 rounds　 of　 places　 in　 Kyoto.　 As　 ayoung

actor,　 Kyoto　 was　 something　 of　 a　 distant　 world　 to　 me.　 However,　 when　 I　 reached

my　 40s,Ibegan　 to　 walk　 around　 Kyoto,　 making　 many　 fHends　 and　 acquaintances

丘om　 my　 own　 generafion　 in　 the　 city.　 I　met　 with　 painters,　 cra丘smen,　 chief　 priests　 of

temples,　 chefs,　 embroidery　 technicians,　 and　 textile　 technicians,　 They　 had　 reached

the　 age　 at　 which　 they　 represented　 the　 core　 roles　 of　 Kyoto.　 Having　 fHends　 that

shared　 a　similar　 point　 of　 view　 served　 as　 a　 major　 catalyst　 for　 me　 to　 come　 to　 know

the　 depth　 of　 this　 city.　 They　 not　 only　 taught　 me　 but　 also　 showed　 me　 the　 "depth"　 of

Kyoto,　 about　 whichIwas　 too　 shy　 asayoung　 person　 to　 ask　 people　 who　 were　 much

older　 than　 me.　 Watching　 beau甑11　 textiles　 being丘nished,　 1earning　 the　 history　 of

the　 amazing　 pottery　 and　 ceramics,　 and　 seeing　 the　 landscape　 that　 lies　 at　 the　 very

heart　 of　 Kyoto-it　 was　 a　 fantastic　 experience　 of　 witnessing　 the　 processes　 that

Japan　 has　 cultivated　 over　 many　 centuries,　 I　became　 convinced　 that　 the　 true　 origins

of　 the　 culture　 and　 arts　 of　 Japan　 were　 in　 Kyoto,　 and　 that　 everythingIfind　 wonderful

about　 this　 country　 has　 its　fountainhead　 here.

　 　 Thank　 you　 very　 much　 for　 your　 kind　 attention.
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